
2023年度・R5 2024年度・R6 2025年度・R7

取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料

1-1
養成しようとする教員像について、構成

員が共通理解をしているか。

各キャンパスおいて、養成しようとする教員像を教職員で共有するためのFD 研

修会等を通じて、教員像を教職員全体で共有するため、指導方法やコミュニケー

ション能力、学生対応などについて議論し、教職課程の学生に対して効果的な指

導を行うための連携を深めている。

1-2

教員の養成の目標及び当該目標を達成す

るための計画について適切な見直しが行

われているか。

年度当初には、履修カルテに基づいた個別指導を実施し、学生一人ひとりの学修

状況や課題を把握している。個別指導を通じて得られた学修上の傾向や課題につ

いては、教職課程担当者間で共有・検討を行い、その成果を指導方針や年間計画

の改善・修正に反映させている。これにより、組織として計画的に目標を設定

し、継続的な見直しを行う体制を整えている。

大学全体/学科等 PDCAシステムの状況

基準２－１：教員養成教育の

あり方を恒常的に見直し、改

善につなげるシステムを自律

的に構築し、運用している

か。

2-1-1
学修成果や自己点検・評価の結果等を踏

まえ、適切な見直しが行われているか。

ア． 教職課程履修者数や、卒業者数に対する教員免許状取得者数等につい

て、８月末までに確認を

行った。

イ． 教育課程に在籍する学生への具体的な教員養成教育について、計画

書・資料等で確認を行った。

具体的には、「教職課程水準の維持、及び、向上に係る状況確認結果の報

告」により学長に対し

て報告を行った。

【根拠資料】

教職課程水準の維持、及び、向上に係る状況確認結果の報告

教職課程履修者数や、卒業者数に対する教員免許状取得者数等を定期的に把握す

る仕組みを整え、教員養成

教育の改善に役立てている。

大学全体/学科等 情報公表の状況

基準２－２：法令に定められ

た情報公表が学外者にもわか

りやすく適切に行えている

か。

2-2-1

法令で定められた教職課程の情報公表

（教員養成の目標と計画、教員養成に 係

る組織体制、教員養成の授業科目とその

方法および授業計画、卒業生の教員免許

状の取得状況および教員就職状況、教員

養成に係る教育の質の向上 の取組等）が

適切に行えているか。

ア． 大学ホームページ掲載「教育職員免許法施行規則第 22条の６に基づ

く、公表すべき教員の養成

の状況（６項目）」の情報の更新を６月までに行った。

イ．アに関連して、更新した情報が誤りなく公表されているかの確認を行っ

た。

【根拠資料】

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

ア．大学ホームページ掲載「教育職員免許法施行規則第22条の6に基づく、公表

すべき教員の養成の状況（6項目）」の情報の更新を6月までに行った。

イ．アに関連して、更新した情報が遺漏なく公表されていることを確認した。

【根拠資料】

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

教員採用試験結果や教員免許取得者の就職状況等について、公表をしている。

3-1-1

幼稚園養育要領、学習指導要領及び教職

課程コアカリキュラムへの対応が図られ

ているか。

シラバス作成時にシラバスチェックを実施し、2025年度シラバスと教職課程コ

アカリキュラム対応表を照合している。この過程で、各科目の到達目標や授業計

画が教職課程の要件に適切に反映されていることを教職課程運営委員会で最終確

認を行っている。

3-1-2

ICTの活用指導力など、各教科を横断する

項目について、各科目間の連携が適切に

図られているか。

ア． 教員として身につけることが必要な ICT活用指導力について、シラバ

スに到達目標や授業計画

を明示していることを確認した。

イ． 配当年次の観点や履修モデルを通して、科目間の関連性に考慮し、連

携が図られているかこと

の確認を行った。

教職課程科目のシラバス作成時に、科目担当者間で各科目の内容や到達目標が連

携しているかどうかを協議している。これにより、教職課程の目標に沿った科目

間の整合性を確認し、学生に対して一貫性のある学びを提供するための調整を

行っている。

3-1-3

教職実践演習、教育実習は、事前指導・

事後指導を含め、教員養成の中心となる

組織（大学教職課程運営委員会、各学部

の教職課程運営委員会等）の主体的な関

与の下に適切に行われているか。

教職に関する科目、教科教育及び教科専門に関する科目、教育実習系カリキュラ

ムを有機的に連関させたカリキュラム編成の検討を行っている。

3-2-1
学生自身による課題発見・課題解決型の

学習を促す工夫に取り組んでいるか。

ア． 各キャンパスにおいて、学生自身による課題発見・課題解決型の学習

を促す工夫への取組み状

況に関するアンケート調査やシラバスへ確認を通して実態を把握した。

課題発見力・課題解決力の育成に向けた学習を促す工夫について、その内容をシ

ラバスに明記している。

3-2-2

授業科目の到達目標に応じ、少人数を基

にアクティブ・ラーニングやICTを活用し

た新たな手法等を導入し、「考える」

「話す」「行動する」などの多様な学び

をもたらす工夫が行われているか。

ア．各キャンパスにおいて、アンケート調査やシラバスの確認を通して実態

を把握した。

一斉指導、小集団学習、参加型学習等、学習指導形態について、その内容をシラ

バスに明記している。

3-3-1

同一名称の授業科目を複数の教員が分担

して開講している場合に成績評価の平準

化を図ることができているか。

同一科目担当者間で成績評価の平準化に向けた協議を行っている

3-3-2
教職実践演習に向けた「履修カルテ」を

適切に活用されているか。

ア． 教職課程に在籍する学生への履修カルテの活用状況について、各免許

課程がある学科において、

履修カルテの活用における計画書・資料等を用いて遺漏なく行われているこ

とを確認した。

イ． 教職課程に在籍する学生の履修カルテの管理の状況について、各免許

課程がある学科において、

履修カルテの管理が遺漏なく行われていることを確認した。

ア．教職課程に在籍する学生への履修カルテの活用状況について、各免許課程が

ある学科において、履修カルテの活用における計画書・資料等を用いて遺漏なく

行われていることを確認した。

イ．教職課程に在籍する学生の履修カルテの管理の状況について、各免許課程が

ある学科において、履修カルテの管理が遺漏なく行われていることを確認した。

年度当初、履修カルテに基づいた個別指導を実施している。

3-4-1

ボランティア体験等の様々な体験活動と

その省察による往還の機会を提供してい

るか。

ア． ボランティア体験等の体験活動の具体的な実施時期・内容について、

計画書・資料等を用いて、

様々な体験活動が行われていることを確認した。

イ． ボランティア体験等の体験活動の内容が、省察による往還の機会を提

供していることについて、

計画書・資料等を用いて、遺漏なく行われていることを確認した。

ア．ボランティア体験等の体験活動の具体的な実施時期・内容について、計画

書・資料等を用いて、様々な体験活動が行われていることを確認した。

イ．ボランティア体験等の体験活動の内容が、省察による往還の機会を提供して

いることについて、計画書・資料等を用いて、遺漏なく行われていることを確認

した。

学習支援ボランティア活動の学内説明の実施について、委員会において確認を行

とともに、ボランティア体験の参加希望学生に対し機会を提供している。

3-4-2
学校現場の体験の機会等、教育実践的な

情報を提供しているか。

ア． 教職課程に在籍する学生への学校現場の体験の機会等、教育実践的な

情報の提供内容の有無を

計画書・資料等を用いて、遺漏なく行われていることを確認した。

ア．教職課程に在籍する学生への学校現場の体験の機会等、教育実践的な情報の

提供内容の有無を計画書・資料等を用いて、遺漏なく行われていることを確認し

た。

現場体験やボランティア等の様々な体験の機会を提供できるように、委員会等で

提供内容の検討を行い、計画的に機会提供を行っていることを確認している。

3-5-1
教育の実際場面に学生が触れる機会を設

定しているか。

ア． 教職課程に在籍する学生が教育の実際場面に触れる機会を設定してい

るかの有無を計画書・資

料等を用いて、遺漏なく行われていることを確認した。

ア．教職課程に在籍する学生が教育の実際場面に触れる機会を設定しているかの

有無を計画書・資料等を用いて、遺漏なく行われていることを確認した。

教職課程に在籍する学生が教育の実際場面に触れる機会を設定するとともに、計

画書・資料等により適切に行われていることを委員会で確認した。

3-5-2

取得する教員免許状の特性に応じた実践

的指導力を教育実習に向けて育成してい

るか。

ア． 取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて

育成しているかについて、 関連する教科指導法等の授業シラバスや計画書

を用いて、遺漏なく行われていることを確認した。 イ． 取得する教員免許

状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて育成する授業内容となる

よう、教科指導法等の授業担当者にシラバス作成の際に周知を行った。

ア．取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて育成し

ているかについて、関連する教科指導法等の授業シラバスや計画書を用いて、遺

漏なく行われていることを確認した。

イ．取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて育成す

る授業内容となるよう、教科指導法等の授業担当者にシラバス作成の際に周知を

行った。		

ア．取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて育成し

ているかについて、関連する教科指導法等の授業シラバスや計画書を用いて、遺

漏なく行われていることを確認した。

イ．取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて育成す

る授業内容となるよう、教科指導法等の授業担当者にシラバス作成の際に周知を

行った。

4-1
事務組織も含め、教職員全体で学生の学び

を支援しているか。

ア．適切な組織体制が整備され、学生への指導・支援がなされているかを確認し

た。

イ．情報を適切に管理し、共有できる協働体制が整備されているかを確認した。

適切な組織体制を整備し、学生の指導・支援に関する情報を構成員が適切かつ十

分に共有でき

る協働体制を構築している。

適切な組織体制を整備し、学生の指導・支援に関する情報を構成員が適切かつ十

分に共有できる協働体制を構築している。

4-2

教職課程認定基準（平成13年７月19日教

員養成部会決定）で定められた必要専任

教員数を充足しているか。

ア． 各キャンパスの事務担当者が教育課程認定基準で定めた必要専任教員

数を充足しているか、遺

漏なくチェックを行ったことの確認を行った。

イ． 大学のホームページにおいて、公表されている情報において委員会で

確認し、教育課程認定基

準で定めた必要専任教員数を充足していることに遺漏ないことの確認を行っ

た。

ア．各キャンパスの事務担当者が教育課程認定基準で定めた必要専任教員数を充

足しているか、遺漏なくチェックを行ったことの確認を行った。

イ．大学のホームページにおいて、公表されている情報において委員会で確認

し、教育課程認定基準で定めた必要専任教員数を充足していることに遺漏ないこ

との確認を行った。

教育課程認定基準に定める教員配置については、毎年5月に大学ホームページで

公表されており、3月開催の委員会でも確認を行った。

4-3

大学教職課程運営委員会等が中心とな

り、教職課程を担う教員として望ましい

資質・能力を身に付けるためのFD・SD等

が確実に実施されているか。

大学全体の教職課程 FDとして、「教職課程認定申請内容の確実な履行に向

けて」をテーマにオンラ

イン研修会を行った。リアルタイムでは 50名の出席があり、オンデマンド

配信も行ったところ、ア

ンケートの回答者は 58名であった。

教職課程に係る事務的・教務的な管理・運営に精通した教職員を確保するために

FD・SD 研修会を開催した。

学科等
教職への意欲や適性

の把握の状況

基準５－１：教員養成教育を

受けている学生の意欲や適性

の把握に努めるとともに、教

職に向けての適切なキャリア

支援を行っているか。

5-1-1
個々の学生のニーズの把握に基づいた適

切なキャリア支援を行っているか。

ア． 教職課程に在籍する学生へ個々の学生のニーズの把握に基づいた適切

なキャリア支援について、

資料や記録を用いて、遺漏なく行っていることを確認した。

ア．教職課程に在籍する学生へ個々の学生のニーズの把握に基づいた適切なキャ

リア支援について、資料や記録を用いて、遺漏なく行っていることを確認した。

教員就職に向けた支援策については委員会で検討するとともに、教員採用採用対

策講座の開講や教員採用試験説明会の案内なども行った。

5-2-1

大学が教職に関する適切な情報を提供

し、学生が自ら主体的にキャリア形成を

行う機会を提供しているか。

大学が教職に関する適切な情報を提供し、学生が自ら主体的にキャリア形成

を行う機会を提供して

いることを、各キャンパスにおけるキャリア支援部門の提供資料や記録等に

より確認した。

キャリア支援室や教員・保育士養成支援センターが教職に関する情報提供を行っ

ている。

5-2-2
教員養成教育の成果の検証を踏まえた改

善システムを構築しているか。

教員・保育士養成支援センターの教員と専任教員とで、教員採用試験結果に基づ

いた成果の検討会を行っている。

5-2-3

大学が教職課程に関する履修相談や教職

への進路相談に応じるキャリア支援に取

り組んでいるか。

ア． 各キャンパスにより、教職課程に関する履修相談や教職への進路相談

に応じるキャリア支援に

取り組んでいることについて委員会において確認を行った。

イ． 教職課程を担当する教員が個別に教職への進路相談にあたっている

か、計画書・資料等で確認

を行った。

キャリア支援室が中心となり、3年後期にインテーク面談を実施している。ま

た、教員・保育士養成支援センターの教員が個別に教職への進路相談に応じてい

る。

6-1

教育委員会や学校と大学との組織的な連

携協力体制を構築し、学生の実習の実施

の適切な実施につなげることができてい

るか。

教育委員会・実習協力園と学科等との間に適切な連携協力体制を構築し、定期的

に会議を開催し、学生の指導・支援に必要な情報を共有している。

6-2

学外の諸機関との連携の下、教育課程を

充実するために学外の多様な人材を実務

経験のある教員又はゲストスピーカー等

として活用することができているか。

学外の諸機関との連携の下、教育課程を充実するために学外の多様な人材を

実務経験のある教員又

はゲストスピーカー等として活用することができていることについて、実習

教育センター所管の外

部講師招聘記録等により、委員会において確認した。なお、学外の教育関係

諸機関との連携につい

ては、教育実習連絡協議会の開催を通じて円滑化が図られていることも確認

された。

学校インターシップⅠ、Ⅱ、Ⅲの事前指導において、連携している教育委員会の

先生から指導をいただいている。

学生支援

大学全体/学科等
履修指導を支える組

織体制の状況

基準５－２：教員養成教育を

受ける学生が主体的にキャリ

ア形成を行うべく、必要な組

織体制やシステムを整えてい

るか。

社会連携・社会貢献 大学全体/学科等

教育関連諸機関との

連携・協力体制の状

況

基準６：教員養成教育を提供

するに際し、教育関係の諸機

関と適切な連携・協力体制を

構築し、それを恒常的に改善

しているか。

学科等

学校現場への理解と

教育実習の充実に向

けた状況

基準３－５：学校現場につい

ての理解を醸成するととも

に、その理解に基づく適切な

実習プログラムを設定し、運

用しているか。

教員・教職員組織 大学全体/学科等
教職員の組織体制に

関する工夫の状況

基準４：教員養成教育を提供

するにふさわしい教職員の組

織体制を整え、学生の指導に

あたっているか。

学習環境や授業方法

の充実に向けた状況

基準３－２：教員養成教育の

カリキュラムにおいて、学生

自らが課題を発見し、解決す

る主体的な学び、いわゆるア

クティブ・ラーニングを構築

するような方策を講じている

か。

学科等
学修成果の把握・可

視化の状況

基準３－３：教員養成の目標

の達成状況（学修成果）を明

らかにするための情報の設定

及び達成状況の可視化を講じ

ているか。

学科等
体験活動に関する状

況

基準３－４：教員養成教育の

なかに様々な体験活動（正課

外教育を含む）を適切に位置

づけるとともに、あわせてそ

の体験の振り返りや省察する

機会を提供しているか。

教育理念・学修目標 学科等

目標及び計画の策定

プロセス・計画の見

直しの状況

基準１：教員養成の目標及び

当該目標を達成するための計

画について具体的な形で設定

し、その理念について教職課

程を担う構成員が共通理解す

るための手立てを講じている

か。

内部質保証

教育課程・学修成果

大学全体/学科等

教職課程のカリキュ

ラム編成の工夫の状

況

基準３－１：教員養成カリ

キュラムを適切に編成してい

るか。

学科等

淑徳大学　全学的な教職課程の自己点検・評価報告書

【大学教職課程運営委員会】

大学基準 レベル　 項　　目 基　　準 観　　　点



2022年度・ R4 2023年度・R5 2024年度・R6 2025年度・R7

取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料

1-1

養成しようとする教員像につ

いて、構成員が共通理解をし

ているか。

委員会・学科会議内で共通理解を図った。

【根拠資料】

・4月教職課程運営委員会議事録

・総合福祉学部教職課程運営委員会2025年度活動計画

1-2

教員の養成の目標及び当該目

標を達成するための計画につ

いて適切な見直しが行われて

いるか。

委員会・学科内で共通理解を図った。

【根拠資料】

・4月教職課程運営委員会議事録

・総合福祉学部教職課程運営委員会2025年度活動計画

大学全体/学科等 PDCAシステムの状況

基準２－１：教員養成教育の

あり方を恒常的に見直し、改

善につなげるシステムを自律

的に構築し、運用している

か。

2-1-1

学修成果や自己点検・評価の

結果等を踏まえ、適切な見直

しが行われているか。

ア．今年度は自己点検・評価サイクルの2年目ということで、新規の点検・

評価項目について10月の委員会で検討し、点検評価項目の内容について確

認を行った。また、大学FDを受け、シラバス作成に係る留意事項について

統一的な配信をするとともに、2月の委員会において今後のシラバスの

チェック体制の在り方について検討を行った。

イ．新規の自己点検・評価項目3-1-2、3-1-2、3-2-1を中心に現状につい

てのアンケート調査を行い、その結果を共有するFDを実施し、次年度に向

けた改善課題を共有した。

【根拠資料】

・10月委員会資料

・シラバス作成上の留意事項に関するS-navi配信

・2月委員会議事録

・アンケート調査結果／学部FD資料

今年度は自己点検・評価全項目の点検となるため、評価項目について7月委

員会以降継続的に検討し、点検評価項目の内容について2月に最終確認を

行った。

2月の委員会において今後のシラバスのチェック体制の在り方について検討

を行った。

【根拠資料】

・9月委員会議事録

・2月委員会議事録

大学全体/学科等 情報公表の状況

基準２－２：法令に定められ

た情報公表が学外者にもわか

りやすく適切に行えている

か。

2-2-1

法令で定められた教職課程の

情報公表（教員養成の目標と

計画、教員養成に 係る組織体

制、教員養成の授業科目とそ

の方法および授業計画、卒業

生の教員免許状の取得状況お

よび教員就職状況、教員養成

に係る教育の質の向上 の取組

等）が適切に行えているか。

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

ア．教職課程の情報公開については、必要な時期に更新がなされているこ

とを委員会で確認した。

イ．また、その内容が誤りなく公表されていることを委員会で確認した。

【根拠資料】

・大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

ア．教職課程の情報公開については、必要な時期に更新がなされているこ

とを委員会で確認した。

イ．また、その内容が誤りなく公表されていることを委員会で確認した。

【根拠資料】

・大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

教職課程の情報公開については、必要な時期に更新がなされていることを

委員会で確認した。

また、その内容が誤りなく公表されていることを委員会で確認した

※教員採用試験結果や教員免許取得者の就職状況等について、公表をして

いる

【根拠資料】

・大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

3-1-1

幼稚園養育要領、学習指導要

領及び教職課程コアカリキュ

ラムへの対応が図られている

か。

幼稚園教育要領、学習指導要領及び教職課程コアカリキュラムへの対応が

適切に図られるよう、各科目担当教員がシラバス作成時に当該指針・カリ

キュラムとの対応状況を確認し、シラバスの内容が学習指導要領やコアカ

リキュラムに即しているか確認している。

【根拠資料】

・シラバス作成・シラバスチェックに関するS-Navi配信文章・関連資料

3-1-2

ICTの活用指導力など、各教科

を横断する項目について、各

科目間の連携が適切に図られ

ているか。

ア．文科省の「教育の情報化に関する手引き」をもとにしたアンケート調

査を行って実態を把握した。

イ．また、アンケート調査の結果報告を中心とした学部FDを11月に実施

し、担当教員間の理解を深めた。

【根拠資料】

・アンケート調査結果／FD資料

FDを通して、ICTの活用指導を共有し、シラバスの作成時期に、科目担当

者間で横断する内容について協議を行っている。

【根拠資料】

・7/10実施のFD資料

・シラバス作成・シラバスチェックに関するS-Navi配信文章・関連資料

3-1-3

教職実践演習、教育実習は、

事前指導・事後指導を含め、

教員養成の中心となる組織

（大学教職課程運営委員会、

各学部の教職課程運営委員会

等）の主体的な関与の下に適

切に行われているか。

総合福祉学部保育・教職課程センター規程（第4条　構成）に明記されてい

るとおり、本務教員や事務職員が構成員となり、教育養成に係る教育が行

われている。

【根拠資料】

・総合福祉学部保育・教職課程センター規程

3-2-1

学生自身による課題発見・課

題解決型の学習を促す工夫に

取り組んでいるか。

ア．学生自身による課題発見・課題解決型の学習を促す工夫への取り組み

状況に関するアンケート調査を10月から11月にかけて行い実態を把握し

た。

イ．その上で、アンケート調査の結果報告を中心としたFDを11月に実施

し、担当教員間の理解を深めた。

【根拠資料】

・アンケート調査結果／FD資料

研究の成果を模造紙にまとめて発表し、学生が相互評価を行うことで、研

究の目的・課題発見、課題解決に取り組んだ。

【根拠資料】

・卒論発表プログラム

3-2-2

授業科目の到達目標に応じ、

少人数を基にアクティブ・

ラーニングやICTを活用した新

たな手法等を導入し、「考え

る」「話す」「行動する」な

どの多様な学びをもたらす工

夫が行われているか。

ア．「考える」「話す」「行動する」などの多様な学びをもたらす工夫が

行われているかに関するアンケート調査を10月から11月にかけて行い実態

を把握した。

イ．その上で、アンケート調査の結果報告を中心とした学部FDを11月に実

施し、担当教員間の理解を深めた。

【根拠資料】

・アンケート調査結果／FD資料

アクティブラーニングを用いたグループ討議を用いて、

塔たち目標に応じアクティブラーニングを活用した学びを行っている。

【根拠資料】

・シラバス「フィールドスタディI・II」

3-3-1

同一名称の授業科目を複数の

教員が分担して開講している

場合に成績評価の平準化を図

ることができているか。

評価基準の統一を図っている。

【根拠資料】

・初等教育実習　評価シート

3-3-2

教職実践演習に向けた「履修

カルテ」を適切に活用されて

いるか。

ポートフォリオ（履修カルテ）に関する　学科会議議事録

ア．教職課程に在籍する学生の履修カルテの活用状況について、委員会で

遺漏なく行われていることを確認した。

イ．教職課程に在籍する学生の履修カルテの管理の状況について、委員会

で遺漏なく行われていることを確認した。

【根拠資料】

・「履修カルテ」等の管理について　社福・教福学科議事録

ア．教職課程に在籍する学生の履修カルテの活用状況について、委員会で

遺漏なく行われていることを確認した。

イ．教職課程に在籍する学生の履修カルテの管理の状況について、委員会

で遺漏なく行われていることを確認した。

【根拠資料】

・教職実践演習シラバス

・社福・教福学科議事録

履修カルテ（ポートフォリオ）を活用して、学生のＰＤＣＡサイクルの活

性化及び学修成果の確認を行っている。

科目「教職実践演習」でも活用している。

【根拠資料】

・教職実践演習シラバス

3-4-1

ボランティア体験等の様々な

体験活動とその省察による往

還の機会を提供しているか。

フィールドスタディ　教職たまごプロジェクト研修授業シラバス

ア．ボランティア体験等の体験活動の具体的な実施時期・内容について、

計画書・資料等を用いて、委員会で遺漏なく様々な体験活動が行われてい

ることを確認した。

イ．ボランティア体験等の体験活動の内容が、省察による往還の機会を提

供していることについて、計画書・資料等を用いて、委員会で遺漏なく行

われていることを確認した。

【根拠資料】

・フィールドスタディⅠ・Ⅱシラバス

ア．ボランティア体験等の体験活動の具体的な実施時期・内容について、

計画書・資料等を用いて、委員会で遺漏なく様々な体験活動が行われてい

ることを確認した。

イ．ボランティア体験等の体験活動の内容が、省察による往還の機会を提

供していることについて、計画書・資料等を用いて、委員会で遺漏なく行

われていることを確認した。

【根拠資料】

・フィールドスタディⅠ・Ⅱシラバス

ボランティア体験等の体験活動の具体的な実施時期・内容について、計画

書・資料等を用いて、委員会で遺漏なく様々な体験活動が行われているこ

とを確認した。

ボランティア体験等の体験活動の内容が、省察による往還の機会を提供し

ていることについて、計画書・資料等を用いて、委員会で遺漏なく行われ

ていることを確認した。

【根拠資料】

・フィールドスタディⅠ・Ⅱシラバス

・学校ボランティア活動等報告（教授会資料）

3-4-2

学校現場の体験の機会等、教

育実践的な情報を提供してい

るか。

保育・教職課程センター学校ボランティア部門　　学校ボランティア説明

会案内

ア．教職課程に在籍する学生への学校現場の体験の機会等、教育実践的な

情報の提供内容の有無を、計画書・資料等により委員会で確認した。

【根拠資料】

・ボランティアセンターによる学校ボランティア募集資料

・学生サポートセンターによる千葉県・千葉市の部活指導者募集資料

ア．教職課程に在籍する学生への学校現場の体験の機会等、教育実践的な

情報の提供内容の有無を諸資料を通じて委員会で確認した。

【根拠資料】

・保育・教職課程センターによる学校ボランティア募集関連資料

・学校ボランティア等に関して(白井伊津子教授ご報告資料）

・2024年度学校ボランティア活動報告

ア．教職課程に在籍する学生への学校現場の体験の機会等、教育実践的な

情報の提供内容の有無を諸資料を通じて委員会で確認した。

【根拠資料】

・学校ボランティア活動報告

3-5-1
教育の実際場面に学生が触れ

る機会を設定しているか。
教職体験研究　実施計画資料

ア．教職課程に在籍する学生が教育の実際場面に触れる機会を設定してい

るかの有無を、計画書・資料等により遺漏なく行われていることを委員会

で確認した。

【根拠資料】

・教職体験研究実施計画、教職体験研究シラバス、教職体験研究とは

ア．教職課程に在籍する学生が教育の実際場面に触れる機会を設定してい

るかの有無を、計画書・資料等により遺漏なく行われていることを委員会

で確認した。

【根拠資料】

・教職体験研究シラバス、教職体験研究実施計画

教職課程に在籍する学生が教育の実際場面に触れる機会を設定しているか

の有無を、計画書・資料等により遺漏なく行われていることを委員会で確

認した。

【根拠資料】

・白井小学校アフタースクール参加体験要領

3-5-2

取得する教員免許状の特性に

応じた実践的指導力を教育実

習に向けて育成しているか。

教科教育法・実習事前事後指導シラバス

ア．取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて

育成しているかについて、関連する教科指導法等の授業シラバスや計画

書、ならびに教職課程年報等により、遺漏なく行われていることを委員会

で確認した。

イ．取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて

育成する授業内容となるよう、教科指導法等の授業担当者にシラバス作成

の際に委員会で周知を行った。

【根拠資料】

・20240118教務による「シラバス作成に関するFD」資料

・教科教育法・実習事前事後指導シラバス

・学部教職課程運営委員会からのシラバス作成に関する依頼（S-navi配

信）

・『教職課程年報　第21号』

ア．取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて

育成しているかについて、関連する教科指導法等の授業シラバス、ならび

に教職課程年報等により、遺漏なく行われていることを委員会で確認し

た。

イ．取得する教員免許状の特性に応じ、、ICT 機器活用について理解を深

め、かつICT活用指導力の更なる向上につながるよう、総合福祉学部・看

護栄養学部教職課程運営委員会共催のFDを行った。

【根拠資料】

・教科教育法・実習事前事後指導シラバス

・20240907「総合福祉学部・看護栄養学部 教職課程運営委員会共催ＦＤ

の開催について」（開催案内、動画配信）

・『教職課程年報　第22号』

関連する教科指導法等の授業シラバス、ならびに教職課程年報等により、

遺漏なく行われていることを委員会で確認した。

・教科教育法・実習事前事後指導シラバス

・7/10FD資料

・教職課程年報第23号

4-1
事務組織も含め、教職員全体で

学生の学びを支援しているか。

ア．事務組織も含め、教職員全体で学生の学びを支援している現状につい

て、各種オリエンテーションの計画書や資料等から委員会において確認す

ることができた。

【根拠資料】

・教育実習のための各種オリエンテーション資料

事務組織も含め、教職員全体で学生の学びを支援している現状について、

各種オリエンテーションの計画書や資料等から委員会において確認するこ

とができた。

【根拠資料】

・総合福祉学部教職課程運営委員会 2025 年度活動計画

...教職課程運営委員会の構成員として本務教員名と、事務局として千葉事

務部長兼学事部長、実習教育センター職員名が明記されている。

・第3回 保育・教職課程センター運営委員会議事録

4-2

教職課程認定基準（平成13年

７月19日教員養成部会決定）

で定められた必要専任教員数

を充足しているか。

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

大学のホームページにおいて、公表されている情報において、教職課程認

定基準で定めた必要専任教員数を充足しているか、

ア．委員会において確認を行った。

イ．また、事務担当者が遺漏なくチェックを行ったことを委員会で確認し

た。

【根拠資料】

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

大学のホームページにおいて、公表されている情報において、教職課程認

定基準で定めた必要教職専任教員数を充足しているか、

ア．委員会において確認を行った。

イ．また、事務担当者が遺漏なくチェックを行ったことを委員会で確認し

た。

【根拠資料】

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

4-3

大学教職課程運営委員会等が

中心となり、教職課程を担う

教員として望ましい資質・能

力を身に付けるためのFD・

SD等が確実に実施されている

か。

ア．学部教職課程運営委員会ならびに大学教職課程運営委員会のそれぞれ

が、確実にFDを実施した。

【根拠資料】

・学部FD資料、大学FD資料

学部教職課程運営委員会ならびに大学教職課程運営委員会のそれぞれが、

確実にFDを実施した。

【根拠資料】

・大学教職課程運営委員会FDアンケート結果

・教職年報第23号※学部教職課程運営委員会FD記載箇所

学科等
教職への意欲や適性の

把握の状況

基準５－１：教員養成教育を

受けている学生の意欲や適性

の把握に努めるとともに、教

職に向けての適切なキャリア

支援を行っているか。

5-1-1

個々の学生のニーズの把握に

基づいた適切なキャリア支援

を行っているか。

保育・教職課程センター　　　　講座の一覧表

ア．教職課程に在籍する学生へ個々の学生のニーズの把握に基づいた適切

なキャリア支援について、資料や記録を用いて、遺漏なく行っていること

を委員会で確認した。

【根拠資料】

・保育・教職課程センターによる各種対策講座の一覧資料

"ア．教職課程に在籍する学生へ個々の学生のニーズの把握に基づいた適切

なキャリア支援について、資料や記録を用いて、遺漏なく行っていること

を委員会で確認した。

【根拠資料】

・千葉県教員採用選考説明会案内メール

・保育・教職課程センターによる各種対策講座資料"

教職課程に在籍する学生へ個々の学生のニーズの把握に基づいた適切な

キャリア支援について、資料や記録を用いて、遺漏なく行っていることを

委員会で確認した。

【根拠資料】

・千葉県教員採用選考説明会　活動報告記事

5-2-1

大学が教職に関する適切な情

報を提供し、学生が自ら主体

的にキャリア形成を行う機会

を提供しているか。

ア．大学が教職に関する適切な情報を提供し、学生が自ら主体的にキャリ

ア形成を行う機会を提供していることを、キャリア支援センター、保育・

教職課程センターにおける提供資料や記録等により委員会において確認し

た。

【根拠資料】

・保育・教職課程センターによる教員採用試験対策

・2年生カレッジアワー資料

「2年生カレッジアワー全体会卒業生講演（6月1日・29日）」

　https://www.shukutoku.ac.jp/news/nid00002954.html

　https://www.shukutoku.ac.jp/news/nid00002717.html

大学が教職に関する適切な情報を提供し、学生が自ら主体的にキャリア形

成を行う機会を提供していることを、キャリア支援センター、保育・教職

課程センターにおける提供資料や記録等により委員会において確認した。

【根拠資料】

・第3回 保育・教職課程センター運営委員会議事録

5-2-2

教員養成教育の成果の検証を

踏まえた改善システムを構築

しているか。

各課程の教育実習等を含めた教員養成の過程について、委員会や学科会

議、授業内等でその課題ならびに成果を共有し、各課程においてPDCAサ

イクルに基づいた改善を行っている。

【根拠】

・フィールドスタディ授業内ワークシート

5-2-3

大学が教職課程に関する履修

相談や教職への進路相談に応

じるキャリア支援に取り組ん

でいるか。

ア．教職課程に関する履修相談や教職への進路相談に応じるキャリア支援

に取り組んでいることについて、各課程やアドバイザーによる面談・履修

指導、実習教育センターによる履修指導オリエンテーション等の資料によ

り、委員会において確認した。

【根拠資料】

・各課程やアドバイザーによる面談・履修指導資料

・実習センターによる課程履修オリエンテーション説明資料

教職課程に関する履修相談や教職への進路相談に応じるキャリア支援に取

り組んでいることについて、各課程やアドバイザーによる面談・履修指

導、実習教育センターによる履修指導オリエンテーション等の資料によ

り、委員会において確認した。

【根拠】

・履修指導オリエンテーション

6-1

教育委員会や学校と大学との

組織的な連携協力体制を構築

し、学生の実習の実施の適切

な実施につなげることができ

ているか。

千葉県教育委員会等による説明会や講演により、実習の適切な実習につな

げている

【根拠資料】

・令和7年度教育実習等連絡協議会次第

・総合福祉学部教育実習連絡協議会規程

・千葉県教育委員会による教員採用説明会資料

6-2

学外の諸機関との連携の下、

教育課程を充実するために学

外の多様な人材を実務経験の

ある教員又はゲストスピー

カー等として活用することが

できているか。

ア．学外の諸機関との連携の下、教育課程を充実するために学外の多様な

人材を実務経験のある教員又はゲストスピーカー等として活用することが

できていることについて、実習教育センター所管の外部講師招聘記録等に

より、委員会において確認した。なお、学外の教育関係諸機関との連携に

ついては、教育実習連絡協議会の開催を通じて円滑化が図られていること

も確認された。

【根拠資料】

・実習教育センターによる外部講師招聘一覧表

・令和5年度教育実習連絡協議会記録

学外の諸機関との連携の下、教育課程を充実するために学外の多様な人材

を実務経験のある教員又はゲストスピーカー等として活用することができ

ていることについて、実習教育センター所管の外部講師招聘記録等によ

り、委員会において確認した。なお、学外の教育関係諸機関との連携につ

いては、教育実習連絡協議会の開催を通じて円滑化が図られていることも

確認された。

【根拠資料】

・実習教育センターによる外部講師招聘一覧表

・令和7年度教育実習連絡協議会記録

・千葉県教育委員会による教員採用説明会資料

社会連携・社会貢献 大学全体/学科等
教育関連諸機関との連

携・協力体制の状況

基準６：教員養成教育を提供

するに際し、教育関係の諸機

関と適切な連携・協力体制を

構築し、それを恒常的に改善

しているか。

教員・教職員組織 大学全体/学科等
教職員の組織体制に関

する工夫の状況

基準４：教員養成教育を提供

するにふさわしい教職員の組

織体制を整え、学生の指導に

あたっているか。

学生支援

大学全体/学科等
履修指導を支える組織

体制の状況

基準５－２：教員養成教育を

受ける学生が主体的にキャリ

ア形成を行うべく、必要な組

織体制やシステムを整えてい

るか。

教育理念・学修目標 学科等

目標及び計画の策定プ

ロセス・計画の見直し

の状況

基準１：教員養成の目標及び

当該目標を達成するための計

画について具体的な形で設定

し、その理念について教職課

程を担う構成員が共通理解す

るための手立てを講じている

か。

内部質保証

教育課程・学修成果

大学全体/学科等
教職課程のカリキュラ

ム編成の工夫の状況

基準３－１：教員養成カリ

キュラムを適切に編成してい

るか。

学科等
学習環境や授業方法の

充実に向けた状況

基準３－２：教員養成教育の

カリキュラムにおいて、学生

自らが課題を発見し、解決す

る主体的な学び、いわゆるア

クティブ・ラーニングを構築

するような方策を講じている

か。

学科等
学修成果の把握・可視

化の状況

基準３－３：教員養成の目標

の達成状況（学修成果）を明

らかにするための情報の設定

及び達成状況の可視化を講じ

ているか。

学科等

学校現場への理解と教

育実習の充実に向けた

状況

基準３－５：学校現場につい

ての理解を醸成するととも

に、その理解に基づく適切な

実習プログラムを設定し、運

用しているか。

学科等 体験活動に関する状況

基準３－４：教員養成教育の

なかに様々な体験活動（正課

外教育を含む）を適切に位置

づけるとともに、あわせてそ

の体験の振り返りや省察する

機会を提供しているか。

淑徳大学　全学的な教職課程の自己点検・評価報告書

【総合福祉学部　社会福祉学科】

大学基準 レベル　 項　　目 基　　準 観　　　点

https://drive.google.com/drive/folders/1fcQfuB7NEQsII8Cox8FeW-xl4_wmWWDH?usp=drive_link
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淑徳大学　全学的な教職課程の自己点検・評価報告書

【総合福祉学部　教育福祉学科】

2022年度・ R4 2023年度・R5 2024年度・R6 2025年度・R7

取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料

1-1

養成しようとする教員像につい

て、構成員が共通理解をしてい

るか。

委員会・学科会議内で共通理解を図った。

【根拠資料】

・4月教職課程運営委員会議事録

・総合福祉学部教職課程運営委員会2025年度活動計画

1-2

教員の養成の目標及び当該目標

を達成するための計画について

適切な見直しが行われている

か。

委員会・学科内で共通理解を図った。

【根拠資料】

・4月教職課程運営委員会議事録

・総合福祉学部教職課程運営委員会2025年度活動計画

大学全

体/学科

等

PDCAシステムの状況

基準２－１：教員養成教

育のあり方を恒常的に見

直し、改善につなげるシ

ステムを自律的に構築

し、運用しているか。

2-1-1

学修成果や自己点検・評価の結

果等を踏まえ、適切な見直しが

行われているか。

ア．今年度は自己点検・評価サイクルの2年目ということで、新規の点検・評価項

目について10月の委員会で検討し、点検評価項目の内容について確認を行った。ま

た、大学FDを受け、シラバス作成に係る留意事項について統一的な配信をすると

ともに、2月の委員会において今後のシラバスのチェック体制の在り方について検

討を行った。

イ．新規の自己点検・評価項目3-1-2、3-1-2、3-2-1を中心に現状についてのアン

ケート調査を行い、その結果を共有するFDを実施し、次年度に向けた改善課題を

共有した。

【根拠資料】

・10月委員会資料

・シラバス作成上の留意事項に関するS-navi配信

・2月委員会議事録

・アンケート調査結果／学部FD資料

今年度は自己点検・評価全項目の点検となるため、評価項目について7月委員会以

降継続的に検討し、点検評価項目の内容について2月に最終確認を行った。

2月の委員会において今後のシラバスのチェック体制の在り方について検討を行

う。

【根拠資料】

・9月委員会議事録

・2月委員会議事録

大学全

体/学科

等

情報公表の状況

基準２－２：法令に定め

られた情報公表が学外者

にもわかりやすく適切に

行えているか。

2-2-1

法令で定められた教職課程の情

報公表（教員養成の目標と計

画、教員養成に 係る組織体制、

教員養成の授業科目とその方法

および授業計画、卒業生の教員

免許状の取得状況および教員就

職状況、教員養成に係る教育の

質の向上 の取組等）が適切に行

えているか。

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

ア．教職課程の情報公開については、必要な時期に更新がなされていることを委員

会で確認した。

イ．また、その内容が誤りなく公表されていることを委員会で確認した。

【根拠資料】

・大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

ア．教職課程の情報公開については、必要な時期に更新がなされていることを委員

会で確認した。

イ．また、その内容が誤りなく公表されていることを委員会で確認した。

【根拠資料】

・大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

教職課程の情報公開については、必要な時期に更新がなされていることを委員会で

確認する。

また、その内容が誤りなく公表されていることを委員会で確認予定。

※教員採用試験結果や教員免許取得者の就職状況等について、公表をしている

【根拠資料】

・大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

3-1-1

幼稚園養育要領、学習指導要領

及び教職課程コアカリキュラム

への対応が図られているか。

幼稚園教育要領、学習指導要領及び教職課程コアカリキュラムへの対応が適切に図

られるよう、各科目担当教員がシラバス作成時に当該指針・カリキュラムとの対応

状況を確認し、シラバスの内容が学習指導要領やコアカリキュラムに即しているか

確認している。

【根拠資料】

・シラバス作成・シラバスチェックに関するS-Navi配信文章・関連資料

3-1-2

ICTの活用指導力など、各教科

を横断する項目について、各科

目間の連携が適切に図られてい

るか。

ア．文科省の「教育の情報化に関する手引き」をもとにしたアンケート調査を行っ

て実態を把握した。

イ．また、アンケート調査の結果報告を中心とした学部FDを11月に実施し、担当

教員間の理解を深めた。

【根拠資料】

・アンケート調査結果／FD資料

FDを通して、ICTの活用指導を共有し、シラバスの作成時期に、科目担当者間で横

断する内容について協議を行っている。

【根拠資料】

・7/10実施のFD資料

・シラバス作成・シラバスチェックに関するS-Navi配信文章・関連資料

3-1-3

教職実践演習、教育実習は、事

前指導・事後指導を含め、教員

養成の中心となる組織（大学教

職課程運営委員会、各学部の教

職課程運営委員会等）の主体的

な関与の下に適切に行われてい

るか。

総合福祉学部保育・教職課程センター規程（第4条　構成）に明記されているとお

り、本務教員や事務職員が構成員となり、教育養成に係る教育が行われている。

【根拠資料】

・総合福祉学部保育・教職課程センター規程

3-2-1

学生自身による課題発見・課題

解決型の学習を促す工夫に取り

組んでいるか。

ア．学生自身による課題発見・課題解決型の学習を促す工夫への取り組み状況に関

するアンケート調査を10月から11月にかけて行い実態を把握した。

イ．その上で、アンケート調査の結果報告を中心としたFDを11月に実施し、担当

教員間の理解を深めた。

【根拠資料】

・アンケート調査結果／FD資料

研究の成果を模造紙にまとめて発表し、学生が相互評価を行うことで、研究の目

的・課題発見、課題解決に取り組んだ。

【根拠資料】

・教職体験研究　研究成果報告

3-2-2

授業科目の到達目標に応じ、少

人数を基にアクティブ・ラーニ

ングやICTを活用した新たな手

法等を導入し、「考える」「話

す」「行動する」などの多様な

学びをもたらす工夫が行われて

いるか。

ア．「考える」「話す」「行動する」などの多様な学びをもたらす工夫が行われて

いるかに関するアンケート調査を10月から11月にかけて行い実態を把握した。

イ．その上で、アンケート調査の結果報告を中心とした学部FDを11月に実施し、

担当教員間の理解を深めた。

【根拠資料】

・アンケート調査結果／FD資料

アクティブラーニングを用いたグループ討議を用いて、

塔たち目標に応じアクティブラーニングを活用した学びを行っている。

【根拠資料】

・シラバス「フィールドスタディI・II」

3-3-1

同一名称の授業科目を複数の教

員が分担して開講している場合

に成績評価の平準化を図ること

ができているか。

評価基準の統一を図っている。

【根拠資料】

・初等教育実習　評価シート

3-3-2

教職実践演習に向けた「履修カ

ルテ」を適切に活用されている

か。

ポートフォリオ（履修カルテ）に関する　学科会議議事録

ア．教職課程に在籍する学生の履修カルテの活用状況について、委員会で遺漏なく

行われていることを確認した。

イ．教職課程に在籍する学生の履修カルテの管理の状況について、委員会で遺漏な

く行われていることを確認した。

【根拠資料】

・「履修カルテ」等の管理について　社福・教福学科議事録

ア．教職課程に在籍する学生の履修カルテの活用状況について、委員会で遺漏なく

行われていることを確認した。

イ．教職課程に在籍する学生の履修カルテの管理の状況について、委員会で遺漏な

く行われていることを確認した。

【根拠資料】

・教職実践演習シラバス

・社福・教福学科議事録

履修カルテ（ポートフォリオ）を活用して、学生のＰＤＣＡサイクルの活性化及び

学修成果の確認を行っている。

科目「教職実践演習」でも活用している。

【根拠資料】

・教職実践演習シラバス

3-4-1

ボランティア体験等の様々な体

験活動とその省察による往還の

機会を提供しているか。

フィールドスタディ　教職たまごプロジェクト研修授業シラバス

ア．ボランティア体験等の体験活動の具体的な実施時期・内容について、計画書・

資料等を用いて、委員会で遺漏なく様々な体験活動が行われていることを確認し

た。

イ．ボランティア体験等の体験活動の内容が、省察による往還の機会を提供してい

ることについて、計画書・資料等を用いて、委員会で遺漏なく行われていることを

確認した。

【根拠資料】

・フィールドスタディⅠ・Ⅱシラバス

ア．ボランティア体験等の体験活動の具体的な実施時期・内容について、計画書・

資料等を用いて、委員会で遺漏なく様々な体験活動が行われていることを確認し

た。

イ．ボランティア体験等の体験活動の内容が、省察による往還の機会を提供してい

ることについて、計画書・資料等を用いて、委員会で遺漏なく行われていることを

確認した。

【根拠資料】

・フィールドスタディⅠ・Ⅱシラバス

ボランティア体験等の体験活動の具体的な実施時期・内容について、計画書・資料

等を用いて、委員会で遺漏なく様々な体験活動が行われていることを確認した。

ボランティア体験等の体験活動の内容が、省察による往還の機会を提供しているこ

とについて、計画書・資料等を用いて、委員会で遺漏なく行われていることを確認

した。

【根拠資料】

・フィールドスタディⅠ・Ⅱシラバス

・学校ボランティア活動等報告（教授会資料）

3-4-2

学校現場の体験の機会等、教育

実践的な情報を提供している

か。

保育・教職課程センター学校ボランティア部門　　学校ボランティア説明会案内

ア．教職課程に在籍する学生への学校現場の体験の機会等、教育実践的な情報の提

供内容の有無を、計画書・資料等により委員会で確認した。

【根拠資料】

・ボランティアセンターによる学校ボランティア募集資料

・学生サポートセンターによる千葉県・千葉市の部活指導者募集資料

ア．教職課程に在籍する学生への学校現場の体験の機会等、教育実践的な情報の提

供内容の有無を諸資料を通じて委員会で確認した。

【根拠資料】

・保育・教職課程センターによる学校ボランティア募集関連資料

・学校ボランティア等に関して(白井伊津子教授ご報告資料）

・2024年度学校ボランティア活動報告

ア．教職課程に在籍する学生への学校現場の体験の機会等、教育実践的な情報の提

供内容の有無を諸資料を通じて委員会で確認した。

【根拠資料】

・学校ボランティア活動報告

3-5-1
教育の実際場面に学生が触れる

機会を設定しているか。
教職体験研究　実施計画資料

ア．教職課程に在籍する学生が教育の実際場面に触れる機会を設定しているかの有

無を、計画書・資料等により遺漏なく行われていることを委員会で確認した。

【根拠資料】

・教職体験研究実施計画、教職体験研究シラバス、教職体験研究とは

ア．教職課程に在籍する学生が教育の実際場面に触れる機会を設定しているかの有

無を、計画書・資料等により遺漏なく行われていることを委員会で確認した。

【根拠資料】

・教職体験研究シラバス、教職体験研究実施計画

教職課程に在籍する学生が教育の実際場面に触れる機会を設定しているかの有無

を、計画書・資料等により遺漏なく行われていることを委員会で確認した。

【根拠資料】

・教職体験研究　見学実習報告書

3-5-2

取得する教員免許状の特性に応

じた実践的指導力を教育実習に

向けて育成しているか。

教科教育法・実習事前事後指導シラバス

ア．取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて育成して

いるかについて、関連する教科指導法等の授業シラバスや計画書、ならびに教職課

程年報等により、遺漏なく行われていることを委員会で確認した。

イ．取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて育成する

授業内容となるよう、教科指導法等の授業担当者にシラバス作成の際に委員会で周

知を行った。

【根拠資料】

・20240118教務による「シラバス作成に関するFD」資料

・教科教育法・実習事前事後指導シラバス

・学部教職課程運営委員会からのシラバス作成に関する依頼（S-navi配信）

・『教職課程年報　第21号』

ア．取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて育成して

いるかについて、関連する教科指導法等の授業シラバス、ならびに教職課程年報等

により、遺漏なく行われていることを委員会で確認した。

イ．取得する教員免許状の特性に応じ、、ICT 機器活用について理解を深め、かつ

ICT活用指導力の更なる向上につながるよう、総合福祉学部・看護栄養学部教職課

程運営委員会共催のFDを行った。

【根拠資料】

・教科教育法・実習事前事後指導シラバス

・20240907「総合福祉学部・看護栄養学部 教職課程運営委員会共催ＦＤの開催に

ついて」（開催案内、動画配信）

・『教職課程年報　第22号』

関連する教科指導法等の授業シラバス、ならびに教職課程年報等により、遺漏なく

行われていることを委員会で確認した。

・教科教育法・実習事前事後指導シラバス

・7/10FD資料

・教職課程年報第23号

4-1
事務組織も含め、教職員全体で学

生の学びを支援しているか。

ア．事務組織も含め、教職員全体で学生の学びを支援している現状について、各種

オリエンテーションの計画書や資料等から委員会において確認することができた。

【根拠資料】

・教育実習のための各種オリエンテーション資料

事務組織も含め、教職員全体で学生の学びを支援している現状について、各種オリ

エンテーションの計画書や資料等から委員会において確認することができた。

【根拠資料】

・総合福祉学部教職課程運営委員会 2025 年度活動計画

...教職課程運営委員会の構成員として本務教員名と、事務局として千葉事務部長兼

学事部長、実習教育センター職員名が明記されている。

・第3回 保育・教職課程センター運営委員会議事録

4-2

教職課程認定基準（平成13年７

月19日教員養成部会決定）で定

められた必要専任教員数を充足

しているか。

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

大学のホームページにおいて、公表されている情報において、教職課程認定基準で

定めた必要専任教員数を充足しているか、

ア．委員会において確認を行った。

イ．また、事務担当者が遺漏なくチェックを行ったことを委員会で確認した。

【根拠資料】

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

大学のホームページにおいて、公表されている情報において、教職課程認定基準で

定めた必要教職専任教員数を充足しているか、

ア．委員会において確認を行った。

イ．また、事務担当者が遺漏なくチェックを行ったことを委員会で確認した。

【根拠資料】

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

大学のホームページにおいて、公表されている情報において、教職課程認定基準で

定めた必要教職専任教員数を充足しているか、

ア．委員会において確認を行った。

イ．また、事務担当者が遺漏なくチェックを行ったことを委員会で確認した。

【根拠資料】

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discloseinfo/

4-3

大学教職課程運営委員会等が中

心となり、教職課程を担う教員

として望ましい資質・能力を身

に付けるためのFD・SD等が確

実に実施されているか。

ア．学部教職課程運営委員会ならびに大学教職課程運営委員会のそれぞれが、確実

にFDを実施した。

【根拠資料】

・学部FD資料、大学FD資料

学部教職課程運営委員会ならびに大学教職課程運営委員会のそれぞれが、確実に

FDを実施した。

【根拠資料】

・大学教職課程運営委員会FDアンケート結果

・教職年報第23号※学部教職課程運営委員会FD記載箇所

学科等

教職への意

欲や適性の

把握の状況

基準５－１：教員養成教

育を受けている学生の意

欲や適性の把握に努める

とともに、教職に向けて

の適切なキャリア支援を

行っているか。

5-1-1

個々の学生のニーズの把握に基

づいた適切なキャリア支援を

行っているか。

保育・教職課程センター　　　　講座の一覧表

ア．教職課程に在籍する学生へ個々の学生のニーズの把握に基づいた適切なキャリ

ア支援について、資料や記録を用いて、遺漏なく行っていることを委員会で確認し

た。

【根拠資料】

・保育・教職課程センターによる各種対策講座の一覧資料

ア．教職課程に在籍する学生へ個々の学生のニーズの把握に基づいた適切なキャリ

ア支援について、資料や記録を用いて、遺漏なく行っていることを委員会で確認し

た。

【根拠資料】

・千葉県教員採用選考説明会案内メール

・保育・教職課程センターによる各種対策講座資料

教職課程に在籍する学生へ個々の学生のニーズの把握に基づいた適切なキャリア支

援について、資料や記録を用いて、遺漏なく行っていることを委員会で確認した。

【根拠資料】

・千葉県教員採用選考説明会　活動報告記事

5-2-1

大学が教職に関する適切な情報

を提供し、学生が自ら主体的に

キャリア形成を行う機会を提供

しているか。

ア．大学が教職に関する適切な情報を提供し、学生が自ら主体的にキャリア形成を

行う機会を提供していることを、キャリア支援センター、保育・教職課程センター

における提供資料や記録等により委員会において確認した。

【根拠資料】

・保育・教職課程センターによる教員採用試験対策

・2年生カレッジアワー資料

「2年生カレッジアワー全体会卒業生講演（6月1日・29日）」

　https://www.shukutoku.ac.jp/news/nid00002954.html

　https://www.shukutoku.ac.jp/news/nid00002717.html

大学が教職に関する適切な情報を提供し、学生が自ら主体的にキャリア形成を行う

機会を提供していることを、キャリア支援センター、保育・教職課程センターにお

ける提供資料や記録等により委員会において確認した。

【根拠資料】

・第3回 保育・教職課程センター運営委員会議事録

5-2-2

教員養成教育の成果の検証を踏

まえた改善システムを構築して

いるか。

各課程の教育実習等を含めた教員養成の過程について、委員会や学科会議、授業内

等でその課題ならびに成果を共有し、各課程においてPDCAサイクルに基づいた改

善を行っている。

【根拠】

・フィールドスタディ授業内ワークシート

5-2-3

大学が教職課程に関する履修相

談や教職への進路相談に応じる

キャリア支援に取り組んでいる

か。

ア．教職課程に関する履修相談や教職への進路相談に応じるキャリア支援に取り組

んでいることについて、各課程やアドバイザーによる面談・履修指導、実習教育セ

ンターによる履修指導オリエンテーション等の資料により、委員会において確認し

た。

【根拠資料】

・各課程やアドバイザーによる面談・履修指導資料

・実習センターによる課程履修オリエンテーション説明資料

教職課程に関する履修相談や教職への進路相談に応じるキャリア支援に取り組んで

いることについて、各課程やアドバイザーによる面談・履修指導、実習教育セン

ターによる履修指導オリエンテーション等の資料により、委員会において確認し

た。

【根拠】

・履修指導オリエンテーション

6-1

教育委員会や学校と大学との組

織的な連携協力体制を構築し、

学生の実習の実施の適切な実施

につなげることができている

か。

千葉県教育委員会等による説明会や講演により、実習の適切な実習につなげている

【根拠資料】

・令和7年度教育実習等連絡協議会次第

・総合福祉学部教育実習連絡協議会規程

・千葉県教育委員会による教員採用説明会資料

6-2

学外の諸機関との連携の下、教

育課程を充実するために学外の

多様な人材を実務経験のある教

員又はゲストスピーカー等とし

て活用することができている

か。

ア．学外の諸機関との連携の下、教育課程を充実するために学外の多様な人材を実

務経験のある教員又はゲストスピーカー等として活用することができていることに

ついて、実習教育センター所管の外部講師招聘記録等により、委員会において確認

した。なお、学外の教育関係諸機関との連携については、教育実習連絡協議会の開

催を通じて円滑化が図られていることも確認された。

【根拠資料】

・実習教育センターによる外部講師招聘一覧表

・令和5年度教育実習連絡協議会記録

学外の諸機関との連携の下、教育課程を充実するために学外の多様な人材を実務経

験のある教員又はゲストスピーカー等として活用することができていることについ

て、実習教育センター所管の外部講師招聘記録等により、委員会において確認し

た。なお、学外の教育関係諸機関との連携については、教育実習連絡協議会の開催

を通じて円滑化が図られていることも確認された。

【根拠資料】

・実習教育センターによる外部講師招聘一覧表

・令和7年度教育実習連絡協議会記録

・千葉県教育委員会による教員採用説明会資料

社会連携・社会貢献

大学全

体/学科

等

教育関連諸

機関との連

携・協力体

制の状況

基準６：教員養成教育を

提供するに際し、教育関

係の諸機関と適切な連

携・協力体制を構築し、

それを恒常的に改善して

いるか。

教員・教職員組織

大学全

体/学科

等

教職員の組

織体制に関

する工夫の

状況

基準４：教員養成教育を

提供するにふさわしい教

職員の組織体制を整え、

学生の指導にあたってい

るか。

学生支援

大学全

体/学科

等

履修指導を

支える組織

体制の状況

基準５－２：教員養成教

育を受ける学生が主体的

にキャリア形成を行うべ

く、必要な組織体制やシ

ステムを整えているか。

教育理念・学修目標 学科等

目標及び計

画の策定プ

ロセス・計

画の見直し

の状況

基準１：教員養成の目標

及び当該目標を達成する

ための計画について具体

的な形で設定し、その理

念について教職課程を担

う構成員が共通理解する

ための手立てを講じてい

るか。

内部質保証

教育課程・学修成果

大学全

体/学科

等

教職課程の

カリキュラ

ム編成の工

夫の状況

基準３－１：教員養成カ

リキュラムを適切に編成

しているか。

学科等

学習環境や

授業方法の

充実に向け

た状況

基準３－２：教員養成教

育のカリキュラムにおい

て、学生自らが課題を発

見し、解決する主体的な

学び、いわゆるアクティ

ブ・ラーニングを構築す

るような方策を講じてい

るか。

学科等

学修成果の

把握・可視

化の状況

基準３－３：教員養成の

目標の達成状況（学修成

果）を明らかにするため

の情報の設定及び達成状

況の可視化を講じている

か。

学科等

学校現場へ

の理解と教

育実習の充

実に向けた

状況

基準３－５：学校現場に

ついての理解を醸成する

とともに、その理解に基

づく適切な実習プログラ

ムを設定し、運用してい

るか。

学科等
体験活動に

関する状況

基準３－４：教員養成教

育のなかに様々な体験活

動（正課外教育を含む）

を適切に位置づけるとと

もに、あわせてその体験

の振り返りや省察する機

会を提供しているか。

大学基準 レベル 項　　目 基　　準 観　　　点
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2022年度・ R4 2023年度・R5 2024年度・R6 2025年度・R7

取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料

1-1 養成しようとする教員像について、構成員が共通理解をしているか。

千葉キャンパスとFDを共催し

た。教職を担当する教員・事務

職員で受講し、共通理解を図っ

た。

根拠資料：2025年度教職課程運

営委員会FD研修会開催案内

1-2
教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画について適切な見直しが行われてい

るか。

委員会において確認した。根拠

資料：淑徳大学ホームページ

大学全体/学科等 PDCAシステムの状況

基準２－１：教員養成教育のあり方を恒常的に見直

し、改善につなげるシステムを自律的に構築し、運

用しているか。

2-1-1 学修成果や自己点検・評価の結果等を踏まえ、適切な見直しが行われているか。

教職課程履修者数や、卒業者数

に対する教員免許状取得者数等

を確認する。教育課程に在籍す

る学生への、具体的な教員養成

教育について、確認した。

根拠：2月教職課程運営委員会

議事録

教職課程履修者数や、卒業者数

に対する教員免許状取得者数等

を確認する。教育課程に在籍す

る学生への、具体的な教員養成

教育について、確認した。

根拠：淑徳大学ホームページ

大学全体/学科等 情報公表の状況
基準２－２：法令に定められた情報公表が学外者に

もわかりやすく適切に行えているか。
2-2-1

法令で定められた教職課程の情報公表（教員養成の目標と計画、教員養成に 係る組織体

制、教員養成の授業科目とその方法および授業計画、卒業生の教員免許状の取得状況およ

び教員就職状況、教員養成に係る教育の質の向上 の取組等）が適切に行えているか。

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/u

niversity/discloseinfo/

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/

university/discloseinfo/

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/

university/discloseinfo/

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/u

niversity/discloseinfo/

3-1-1
幼稚園養育要領、学習指導要領及び教職課程コアカリキュラムへの対応が図られている

か。

担当教員および委員会で確認し

た。根拠資料：栄養学科シラバ

ス

3-1-2
ICTの活用指導力など、各教科を横断する項目について、各科目間の連携が適切に図られ

ているか。

シラバス作成時期に科目担当者

間で横断する内容について連携

を取っている。

根拠：2月教職課程運営委員会

議事録

シラバス作成時期に科目担当者

間で横断する内容について連携

を取っている。

根拠：栄養学科シラバス

3-1-3

教職実践演習、教育実習は、事前指導・事後指導を含め、教員養成の中心となる組織（大

学教職課程運営委員会、各学部の教職課程運営委員会等）の主体的な関与の下に適切に行

われているか。

各授業が教員養成の中心となる

組織の下で適切に行われている

ことを委員会で確認した。閑居

資料：栄養学科シラバス

3-2-1 学生自身による課題発見・課題解決型の学習を促す工夫に取り組んでいるか。

課題発見力・課題解決力の育成

に向けた学習を促す工夫につい

て、その内容をシラバスに明記

している。

根拠：栄養学科シラバス

課題発見力・課題解決力の育成

に向けた学習を促す工夫につい

て、その内容をシラバスに明記

している。

根拠：栄養学科シラバス

3-2-2

授業科目の到達目標に応じ、少人数を基にアクティブ・ラーニングやICTを活用した新た

な手法等を導入し、「考える」「話す」「行動する」などの多様な学びをもたらす工夫が

行われているか。

一斉授業、小集団学習、参加型

学習等、学習指導形態につい

て、その内容をシラバスに明記

している。

根拠：栄養学科シラバス

一斉授業、小集団学習、参加型

学習等、学習指導形態につい

て、その内容をシラバスに明記

している。

根拠：栄養学科シラバス

3-3-1
同一名称の授業科目を複数の教員が分担して開講している場合に成績評価の平準化を図る

ことができているか。
該当教科無し

3-3-2 教職実践演習に向けた「履修カルテ」を適切に活用されているか。

年度当初、履修カルテに基づい

た個別指導を実施している。

根拠：学生個人の履修カルテ

年度当初、履修カルテに基づい

た個別指導を実施している。

根拠：学生個人の履修カルテ

年度当初、履修カルテに基づい

た個別指導を実施している。

根拠：学生個人の履修カルテ

年度当初、履修カルテに基づい

た個別指導を実施している。

根拠：学生個人の履修カルテ

3-4-1 ボランティア体験等の様々な体験活動とその省察による往還の機会を提供しているか。

地域連携員会にてボランティア講

座を開講し、参加希望学生に対し

ボランティア体験の機会を提供し

ている。

またボランティア参加学生は活動

実施後に課題（感想文）を提出

し、年度末にはA4用紙1枚の活動報

告書を提出しており、活動の省察

による往還の機会を提供できてい

る。

根拠：ボランティア講座・地域連

携事業報告書、2021年度ボラン

ティアの部屋（ボランティア講座

連絡用google classroom）画面コ

ピー

地域連携員会にてボランティア

講座を開講し、参加希望学生に

対しボランティア体験の機会を

提供している。

またボランティア参加学生は活

動実施後に課題（感想文）を提

出し、活動の省察による往還の

機会を提供できている。

根拠：ボランティア講座・地域

連携事業報告書、2023年度ボラ

ンティアの部屋（ボランティア

講座連絡用google classroom）

画面コピー

地域連携員会にてボランティア

講座を開講し、参加希望学生に

対しボランティア体験の機会を

提供している。

またボランティア参加学生は活

動実施後に課題（感想文）を提

出し、活動の省察による往還の

機会を提供できている。

根拠：ボランティア講座・地域

連携事業報告書、2024年度ボラ

ンティアの部屋（ボランティア

講座連絡用google classroom）

画面コピー

地域連携員会にてボランティア

講座を開講し、参加希望学生に

対しボランティア体験の機会を

提供している。

またボランティア参加学生は活

動実施後に課題（感想文）を提

出し、活動の省察による往還の

機会を提供できている。

根拠：ボランティア講座・地域

連携事業報告書、2025年度ボラ

ンティアの部屋（ボランティア

講座連絡用google classroom）

画面コピー

3-4-2 学校現場の体験の機会等、教育実践的な情報を提供しているか。

地域連携委員会にて実施している

ボランティア活動には、松ケ丘育

成委員会と連携した「子ども食

堂」（小学生等の孤食対策のため

の食事提供ボランティア）や千葉

東病院との共催事業「減塩料理教

室」（減塩を必要とする患者やそ

の家族に対する料理教室）を実施

しており、教育実践的な体験や臨

床栄養教育の実際を学ぶ機会を提

供できている。

根拠資料：ボランティア講座・地

域連携事業報告書P.69、P.75

学校現場の体験機会として、教

職課程履修者は3年生時に小学

校もしくは学校給食センターで

の給食経営管理臨地実習の機会

を提供していることを確認し

た。

根拠:給食経営管理臨地実習施

設。期間一覧

学校現場の体験機会として、教

職課程履修者は3年生時に小学

校もしくは学校給食センターで

の給食経営管理臨地実習の機会

を提供していることを確認し

た。

さらに、本年度初めて千葉キャ

ンパス保育・教職課程センター

と連携し、千葉県教育委員会よ

り「特別支援フレッシュサポー

ター」募集案内を実施した。

根拠：給食経営管理臨地実習施

設。期間一覧、案内文（2024年

度教職課程Googleclassroom）

画面コピー、「特別支援フレッ

シュサポーター」募集案内

学校現場の体験機会として、教

職課程履修者は3年生時に小学

校もしくは学校給食センターで

の給食経営管理臨地実習の機会

を提供していることを確認し

た。

さらに、千葉キャンパス保育・

教職課程センターと連携し、千

葉県教育委員会より「特別支援

フレッシュサポーター」募集案

内を実施した。

根拠：給食経営管理臨地実習施

設。期間一覧、案内文（2025年

度教職課程Googleclassroom）

画面コピー、「特別支援フレッ

シュサポーター」募集案内

3-5-1 教育の実際場面に学生が触れる機会を設定しているか。

給食経営管理臨地実習

根拠：給食経営管理臨地実習資

料

給食経営管理臨地実習

根拠：給食経営管理臨地実習施

設・期間一覧

給食経営管理臨地実習

根拠：給食経営管理臨地実習施

設・期間一覧

給食経営管理臨地実習

根拠：給食経営管理臨地実習施

設・期間一覧

3-5-2 取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて育成しているか。

教育実習に向けた系統的な学び

の提供という共通認識に基づい

て、小学校等における臨地実習

を提供している。

根拠：実習委員会資料

教育実習に向けた系統的な学び

の提供という共通認識に基づい

て、小学校等における臨地実習

を提供している。

根拠：給食経営管理臨地実習施

設・期間一覧

教育実習に向けた系統的な学び

の提供という共通認識に基づい

て、小学校等における臨地実習

を提供している。

根拠：給食経営管理臨地実習施

設・期間一覧

教育実習に向けた系統的な学び

の提供という共通認識に基づい

て、小学校等における臨地実習

を提供している。

根拠：給食経営管理臨地実習施

設・期間一覧

4-1 事務組織も含め、教職員全体で学生の学びを支援しているか。

適切な組織体制を整備し、学生

の指導・支援に関する情報を構

成員が適切かつ十分に共有でき

る協働体制を構築している。

根拠：教職課程運営委員会議事

録

適切な組織体制を整備し、学生

の指導・支援に関する情報を構

成員が適切かつ十分に共有でき

る協働体制を構築している。

根拠：教職課程運営委員会議事

録

4-2
教職課程認定基準（平成13年７月19日教員養成部会決定）で定められた必要専任教員数

を充足しているか。

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/u

niversity/discloseinfo/

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/

university/discloseinfo/

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/

university/discloseinfo/

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/u

niversity/discloseinfo/

4-3
大学教職課程運営委員会等が中心となり、教職課程を担う教員として望ましい資質・能力

を身に付けるためのFD・SD等が確実に実施されているか。

学部FD研修会「ICT を用いた双

方向性授業の方法について」を

教職課程を担う教職員が受講し

た。ICT技術を授業で活用する

ことを学び、望ましい資質・能

力を身につけることに努めた。

さらに、大学教職課程運営委員

会が12月に開催したFDについ

て、委員会より学部内へ広く周

知した。

根拠資料：学部FD研修会（6月

15日）資料、大学教職課程運営

委員会FD開催通知

学部FD研修会、全教員会におい

て教職課程を担う教職員・事務

職が受講したさらに、大学教職

課程運営委員会が12月に開催し

たFDについて、委員会より学部

内へ広く周知した。

根拠資料：学部FD研修会資料、

大学教職課程運営委員会FD開催

通知

学科等 教職への意欲や適性の把握の状況

基準５－１：教員養成教育を受けている学生の意欲

や適性の把握に努めるとともに、教職に向けての適

切なキャリア支援を行っているか。

5-1-1 個々の学生のニーズの把握に基づいた適切なキャリア支援を行っているか。

キャリア支援室にて公務員対策

講座を実施している。必要に応

じて教員と面談を実施してい

る。

根拠：面談記録用紙、公務員講

座周知文

キャリア支援室にて公務員対策

講座を実施している。必要に応

じて教員と面談を実施してい

る。

根拠：学生個人面接記録

キャリア支援室にて公務員対策

講座を実施している。必要に応

じて教員と面談を実施してい

る。

根拠：学生個人面接記録

キャリア支援室にて公務員対策

講座を実施している。必要に応

じて教員と面談を実施してい

る。

根拠：学生個人面接記録

5-2-1
大学が教職に関する適切な情報を提供し、学生が自ら主体的にキャリア形成を行う機会を

提供しているか。

教員が個人面接時や、キャリア

支援室が公務員対策講座等を通

じて、教職に関する情報提供を

行っている。

根拠資料：2023年公務員対策講

座周知文

教員が個人面接時や、キャリア

支援室が公務員対策講座等を通

じて、教職に関する情報提供を

行っている。

根拠資料：2025年公務員対策講

座周知文

5-2-2 教員養成教育の成果の検証を踏まえた改善システムを構築しているか。
教職課程運営委員会で確認し

た。

5-2-3
大学が教職課程に関する履修相談や教職への進路相談に応じるキャリア支援に取り組んで

いるか。

キャリア支援室が中心となり、

3生に全員面談を実施してい

る。また随時、個別に教職への

進路相談に応じている。

根拠：3年生全員面接周知文

キャリア支援室が中心となり、

3生に全員面談を実施してい

る。また随時、個別に教職への

進路相談に応じている。

根拠：3年生全員面接周知文

6-1
教育委員会や学校と大学との組織的な連携協力体制を構築し、学生の実習の実施の適切な

実施につなげることができているか。

千葉県教育委員会、千葉市教育

委員会等と連携している。根拠

資料：令和7年度教育実習連絡

協議会開催案内

6-2
学外の諸機関との連携の下、教育課程を充実するために学外の多様な人材を実務経験のあ

る教員又はゲストスピーカー等として活用することができているか。

栄養に関する科目（学校栄養教

育法など）において、栄養教諭

の実務経験のある講師から直接

話を聴く機会を確保している。

根拠：栄養学科シラバス

栄養に関する科目（学校栄養教

育法など）において、栄養教諭

の実務経験のある講師から直接

話を聴く機会を確保している。

根拠：栄養学科シラバス

淑徳大学　全学的な教職課程の自己点検・評価報告書

【看護栄養学部　栄養学科】

大学基準 レベル　 項　　目 基　　準 観　　　点

教育課程・学修成果

大学全体/学科等
教職課程のカリキュラム編成の工夫の

状況

基準３－１：教員養成カリキュラムを適切に編成し

ているか。

学科等
学習環境や授業方法の充実に向けた状

況

基準３－２：教員養成教育のカリキュラムにおい

て、学生自らが課題を発見し、解決する主体的な学

び、いわゆるアクティブ・ラーニングを構築するよ

うな方策を講じているか。

学科等 学修成果の把握・可視化の状況

基準３－３：教員養成の目標の達成状況（学修成

果）を明らかにするための情報の設定及び達成状況

の可視化を講じているか。

学科等
学校現場への理解と教育実習の充実に

向けた状況

基準３－５：学校現場についての理解を醸成すると

ともに、その理解に基づく適切な実習プログラムを

設定し、運用しているか。

学科等 体験活動に関する状況

基準３－４：教員養成教育のなかに様々な体験活動

（正課外教育を含む）を適切に位置づけるととも

に、あわせてその体験の振り返りや省察する機会を

提供しているか。

教育理念・学修目標 学科等
目標及び計画の策定プロセス・計画の

見直しの状況

基準１：教員養成の目標及び当該目標を達成するた

めの計画について具体的な形で設定し、その理念に

ついて教職課程を担う構成員が共通理解するための

手立てを講じているか。

内部質保証

社会連携・社会貢献 大学全体/学科等
教育関連諸機関との連携・協力体制の

状況

基準６：教員養成教育を提供するに際し、教育関係

の諸機関と適切な連携・協力体制を構築し、それを

恒常的に改善しているか。

教員・教職員組織 大学全体/学科等 教職員の組織体制に関する工夫の状況

基準４：教員養成教育を提供するにふさわしい教職

員の組織体制を整え、学生の指導にあたっている

か。

学生支援

大学全体/学科等 履修指導を支える組織体制の状況

基準５－２：教員養成教育を受ける学生が主体的に

キャリア形成を行うべく、必要な組織体制やシステ

ムを整えているか。



2022年度・ R4 2023年度・R5 2024年度・R6 2025年度・R7

取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料

1-1 養成しようとする教員像について、構成員が共通理解をしているか。

教員・保育士養成支援センター運営委員会、教

員・保育士養成支援センター連絡調整会議にお

いて、共通理解を図った。

根拠：教員・保育士養成支援センター運営委員

会4月議事録

1-2
教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画について適切な見直しが行われてい

るか。

教員・保育士養成支援センター運営委員会、教

員・保育士養成支援センター連絡調整会議にお

いて、計画についての見直しを実施。

根拠：教員・保育士養成支援センター運営委員

会4月議事録

大学全体/学科等 PDCAシステムの状況

基準２－１：教員養成教育のあり方を恒常的に見直

し、改善につなげるシステムを自律的に構築し、運

用しているか。

2-1-1 学修成果や自己点検・評価の結果等を踏まえ、適切な見直しが行われているか。

教職課程履修者数や、卒業者数に対する教員免

許状取得者数等を定期的に把握する仕組みを整

え、教員養成教育の改善に役立てている。

根拠：キャリア支援の就職状況報告、学事部の

教職課程履修者状況報告

教職課程履修者数や、卒業者数に対する教員免

許状取得者数等を定期的に把握し、こども教育

学科会、教員・保育士養成支援センター連絡調

整会議において現状把握と改善策の検討を実

施。

根拠：キャリア支援の就職状況報告、学事部の

教職課程履修者状況報告

大学全体/学科等 情報公表の状況
基準２－２：法令に定められた情報公表が学外者に

もわかりやすく適切に行えているか。
2-2-1

法令で定められた教職課程の情報公表（教員養成の目標と計画、教員養成に 係る組織体

制、教員養成の授業科目とその方法および授業計画、卒業生の教員免許状の取得状況およ

び教員就職状況、教員養成に係る教育の質の向上 の取組等）が適切に行えているか。

教員採用試験結果や教員免許取得者の就職状況

等について、公表をしている。

根拠：大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discl

oseinfo/

教員採用試験結果や教員免許取得者の就職状況

等について、公表をしている。

根拠：大学年報(2023年度）

教員採用試験結果や教員免許取得者の就職状況

等について、公表をしている。

根拠：大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discl

oseinfo/

大学HPにて情報を公表している。また、公表

している情報に誤りがないことを複数人で確認

している。

大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discl

oseinfo/

3-1-1
幼稚園養育要領、学習指導要領及び教職課程コアカリキュラムへの対応が図られている

か。

教職課程コアシラバスに基づきシラバスを作成

している。

根拠：各科目シラバス、シラバス作成要領

3-1-2
ICTの活用指導力など、各教科を横断する項目について、各科目間の連携が適切に図られ

ているか。

シラバスの作成時期に、科目担当者間で横断す

る内容について協議を行っている。

根拠：こども教育学科会議

シラバスの作成時期に、科目担当者間で横断す

る内容について協議を行っている。

根拠：教育学部FD研修会資料（12月実施）、

シラバス作成要領

3-1-3

教職実践演習、教育実習は、事前指導・事後指導を含め、教員養成の中心となる組織（大

学教職課程運営委員会、各学部の教職課程運営委員会等）の主体的な関与の下に適切に行

われているか。

教員・保育士養成支援センター運営委員会、連

絡調整会議で検討している。また、シラバス作

成FD研修会の学部別グループワークにおいて

確認を実施した。

根拠：運営委員会・連絡調整会議資料、シラバ

ス作成FD研修会資料（12月）

3-2-1 学生自身による課題発見・課題解決型の学習を促す工夫に取り組んでいるか。

課題発見力・課題解決力の育成に向けた学習を

促す工夫について、その内容をシラバスに明記

している。

根拠：各授業に関するシラバス

課題発見力・課題解決力の育成に向けた学習を

促す工夫について、その内容をシラバスに明記

している。また、第三者によるシラバスチェッ

クを実施し、確認している。

根拠：各授業に関するシラバス、シラバス作成

要領

3-2-2

授業科目の到達目標に応じ、少人数を基にアクティブ・ラーニングやICTを活用した新た

な手法等を導入し、「考える」「話す」「行動する」などの多様な学びをもたらす工夫が

行われているか。

一斉指導、小集団学習、参加型学習等、学習指

導形態について、その内容をシラバスに明記し

ている。

根拠：各授業に関するシラバス

一斉指導、小集団学習、参加型学習等、学習指

導形態について、その内容をシラバスに明記し

ている。また、第三者によるシラバスチェック

を実施し、確認している。

根拠：各授業に関するシラバス、シラバス作成

要領

3-3-1
同一名称の授業科目を複数の教員が分担して開講している場合に成績評価の平準化を図る

ことができているか。

成績評価の平準化を図っている。

根拠：各授業に関するシラバス、シラバス作成

要領、FD研修会資料（12月）

3-3-2 教職実践演習に向けた「履修カルテ」を適切に活用されているか。

年度当初履修カルテに基づいた個別指導を実施

している

根拠：①学生個人の履修カルテ、②「履修カル

テ」の管理等について

年度当初、履修カルテに基づいた個別指導を実

施している。

根拠：学生履修カルテ

年度当初、履修カルテに基づいた個別指導を実

施している。

根拠：学生履修カルテ、教職実践演習シラバス

年度当初、履修カルテに基づいた個別指導を実

施している。

根拠：学生履修カルテ、教職実践演習シラバス

3-4-1 ボランティア体験等の様々な体験活動とその省察による往還の機会を提供しているか。

学校インターンシップ前後などに積極的にボラ

ンティア体験を行う機会を提示している（名

称：淑徳教師養成塾）。また、教員・保育士養

成支援センターの教員から関係市町村等でのボ

ランティアの紹介を行うとともに、個別指導を

行っている。

根拠：①大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/academics/kyo

uiku/kodomo/s_course.html

https://www.shukutoku.ac.jp/academics/kyo

uiku/kodomo/y_course.html　②教員・保育士

養成センター運営会議資料

ボランティア体験やインターンシップ等の体験

活動の機会を設定し、教員・保育士養成支援セ

ンターの教員が個別指導を行っている。

根拠：ボランティア参加名簿・報告会資料

ボランティア体験やインターンシップ等の体験

活動の機会を設定し、教員・保育士養成支援セ

ンターの教員が個別指導を行っている。

根拠：ボランティア参加名簿・大学協議会報告

会資料、教員・保育士養成センター運営会議事

録

ボランティア体験やインターンシップ等の体験

活動の機会を設定し、教員・保育士養成支援セ

ンターの教員が個別指導を行っている。

根拠：2025年度淑徳大学子育て支援プログラ

ム、大学協議会報告会資料、教員・保育士養成

センター運営会議事録

3-4-2 学校現場の体験の機会等、教育実践的な情報を提供しているか。

教員・保育士養成支援センターや学事部学生厚

生、総合キャリア支援室からボランティア体験

やインターンシップ等の体験活動に関する情報

を学生に周知している。

根拠：教員・保育士養成支援センター運営委員

会資料

教員・保育士養成支援センターからボランティ

ア体験やインターンシップ等の体験活動に関す

る情報を学生に周知している。

根拠：2023年4月教職の実習に関する説明資料

正課教育の学校体験活動に加え、教員・保育士

養成支援センターからボランティア体験やイン

ターンシップ等の体験活動に関する情報を学生

に周知している。

根拠：学校インターンシップⅠシラバス、

2024年4月教職の実習に関する説明資料「みの

りある教育実習のために」

正課教育の学校体験活動に加え、教員・保育士

養成支援センターからボランティア体験やイン

ターンシップ等の体験活動に関する情報を学生

に周知している。

根拠：ボランティア参加者名簿

3-5-1 教育の実際場面に学生が触れる機会を設定しているか。

学校インターンシップⅠ・Ⅱ・Ⅲ，教職イン

ターンシップ，フィールドスタディーⅠ・Ⅱ

根拠：①各科目シラバス　②事前事後指導資料

教職課程に在籍する学生が教育の実際場面に触

れる機会を設定しているか計画書・資料等につ

いて、委員会で確認を行っている。

根拠：2023年4月教職の実習に関する説明資料

教育実習以外の正課教育部分において、1年次

から学校現場を体験し、実践的指導力を身に着

けることを目指している。

根拠：各授業科目のシラバス

教育実習以外の正課教育部分において、1年次

から学校現場を体験し、実践的指導力を身に付

けることを目指している。

根拠：各授業科目のシラバス、事前事後指導資

料

3-5-2 取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて育成しているか。

教員・保育士養成支援センター教員による年間

を通した指導・支援の実施及び各教科教育法に

より育成。

根拠：年間計画・各科目シラバス

教員養成カリキュラムにおける現場体験型プロ

グラムを、大学が主体的に関わるべきものであ

るという共通認識に基づいて積極的に提供して

いる。

根拠：2023第02回こども教育学科会議事録

小学校教諭養成課程では、各教科の指導法を学

ぶ授業においてより実践的指導力を身に着ける

ため、ICT指導を取り入れる他、ICT指導力の

育成に特化した科目を配置している。

幼稚園教諭養成課程では、座学で培った知識を

子育て支援プログラムを通してアウトプット

し、体験と理論の往還型学習で実践的指導力を

身に着けている。

根拠：シラバス、プログラムスケジュール

学校インターンシップⅠ・Ⅱ・Ⅲ，教職イン

ターンシップ，フィールドスタディーⅠ・Ⅱに

おいて、実践的指導力を教育実習に向けて育成

している。

根拠：①各科目シラバス　②事前事後指導資料

4-1 事務組織も含め、教職員全体で学生の学びを支援しているか。

適切な組織体制を整備し、学生の指導・支援に

関する情報を構成員が適切かつ十分に共有でき

る協働体制を構築している。

根拠：教育実習担当者会議

教職協働の協議組織を複数設置し、学生の指

導・支援に関する情報を構成員が適切かつ十分

に共有できるよう協働体制を構築している。

根拠：教員・保育士養成支援センター運営委員

会、教員・保育士養成支援センター連絡調整会

議、教育実習担当者会議、学生支援連携会議

4-2
教職課程認定基準（平成13年７月19日教員養成部会決定）で定められた必要専任教員数を

充足しているか。

学部人事委員会では、年度末に法令に定められ

た教職課程人事計画の点検を行っている。

根拠：令和4年度教職課程認定基準に定められ

た必要専任教員数一覧

学部人事委員会では、年度末に法令に定められ

た教職課程人事計画の点検を行っている。

根拠：2025年度当初教職課程人事計画書

教職課程事務担当者において、教職課程変更届

の提出準備時期（変更届を提出する要件がない

場合も含む）に必要専任教員数のチェックを行

い、認定基準を満たすよう配置を行っている。

根拠：教職課程変更届新旧対照表

教職課程事務担当者において、教職課程変更届

の提出準備時期（変更届を提出する要件がない

場合も含む）に必要専任教員数のチェックを行

い、認定基準を満たすよう配置をされているこ

とを確認している。また、その結果を大学HP

にて公表している。

根拠：教職課程変更届新旧対照表、大学HP

https://www.shukutoku.ac.jp/university/discl

oseinfo/

4-3
大学教職課程運営委員会等が中心となり、教職課程を担う教員として望ましい資質・能力

を身に付けるためのFD・SD等が確実に実施されているか。

教職課程に係る事務的・教務的な管理・運営に

精通した教職員を確保するためにFD・SD 研修

会を開催した。

根拠：2023.8月　研修会資料

再課程認定に向けたFD及び学校インターン

シップ、フィールドスタディ、教育実習につい

てFD研修会を実施した。

根拠：FD研修会資料（12月）

学科等 教職への意欲や適性の把握の状況

基準５－１：教員養成教育を受けている学生の意欲

や適性の把握に努めるとともに、教職に向けての適

切なキャリア支援を行っているか。

5-1-1 個々の学生のニーズの把握に基づいた適切なキャリア支援を行っているか。

教職課程履修開始時や履修開始後の各段階で、

履修カルテを活用し、学生に対して個別に面接

等を実施し、教職への意欲や適性を確認・把握

している。

根拠：①学生個別の履修カルテ　②個別面談記

録

教職課程履修開始時や履修開始後の各段階で、

履修カルテを活用し、学生に対して個別に面接

等を実施し、教職への意欲や適性を確認・把握

している。

根拠：学生個別の履修カルテ

教職課程履修開始時や履修開始後の各段階で、

履修カルテを活用し、学生に対して個別に面接

等を実施し、教職への意欲や適性を確認・把握

している。

根拠：学生個別の履修カルテ

教職課程履修開始時や履修開始後の各段階で、

履修カルテを活用し、学生に対して個別に面接

等を実施し、教職への意欲や適性を確認・把握

している。

根拠：学生個別の履修カルテ

5-2-1
大学が教職に関する適切な情報を提供し、学生が自ら主体的にキャリア形成を行う機会を

提供しているか。

キャリア支援室や教員・保育士養成支援セン

ターが教職に関する情報提供を行っている。

根拠：21K生対象教員採用試験対策オープニン

グ講座

キャリア支援室や教員・保育士養成支援セン

ターが教職に関する情報提供を行っている。

根拠：23K生対象教員採用試験対策オープニン

グ講座（10月）、教育連携園の協力による実習

ガイダンス要綱

5-2-2 教員養成教育の成果の検証を踏まえた改善システムを構築しているか。

教員採用試験結果報告会を開催し、改善システ

ムについて検討している。

根拠：結果報告書

5-2-3
大学が教職課程に関する履修相談や教職への進路相談に応じるキャリア支援に取り組んで

いるか。

キャリア支援室が中心となり、3年後期にイン

テーク面談を実施している。また、教員・保育

士養成支援センターの教員が個別に教職への進

路相談に応じている。

根拠：【教育学部先生向け】3年生対象　イン

テーク面談案内

21K教員採用試験対策講座Ⅲ計画一覧

20K教員採用試験対策講座Ⅲ

キャリア支援室が中心となり、3年後期にイン

テーク面談を実施している。また、教員・保育

士養成支援センターの教員が個別に教職への進

路相談に応じている。

根拠：【教育学部先生向け】3年生対象　イン

テーク面談案内

22K教員採用試験対策講座Ⅲ計画一覧

21K教員採用試験対策講座Ⅲ

6-1
教育委員会や学校と大学との組織的な連携協力体制を構築し、学生の実習の実施の適切な

実施につなげることができているか。

提携4市１町（朝霞市・川越市・所沢市・富士

見市・三芳町）の教育委員会との連絡調整会議

等を実施している。

根拠：教育委員会との連絡調整会議次第

6-2
学外の諸機関との連携の下、教育課程を充実するために学外の多様な人材を実務経験のあ

る教員又はゲストスピーカー等として活用することができているか。

学校インターシップⅠ、Ⅱ、Ⅲの事前指導にお

いて、連携している教育委員会の先生から指導

をいただいている。

根拠：①060110教育委員会との連絡調整会議

次第

学校インターシップⅠの事前指導、および、教

職実践演習において、連携している教育委員

会、埼玉県教育委員会の先生から指導をいただ

いている。

根拠：2025年度教職実践演習授業計画、2025

年度9月第5回教員・保育士養成支援センター連

絡調整会議議題（初等）

淑徳大学　全学的な教職課程の自己点検・評価報告書

【教育学部　こども教育学科】

大学基準 レベル　 項　　目 基　　準 観　　　点

教育課程・学修成果

大学全体/学科等
教職課程のカリキュラム編成の工夫の

状況

基準３－１：教員養成カリキュラムを適切に編成し

ているか。

学科等
学習環境や授業方法の充実に向けた状

況

基準３－２：教員養成教育のカリキュラムにおい

て、学生自らが課題を発見し、解決する主体的な学

び、いわゆるアクティブ・ラーニングを構築するよ

うな方策を講じているか。

学科等 学修成果の把握・可視化の状況

基準３－３：教員養成の目標の達成状況（学修成

果）を明らかにするための情報の設定及び達成状況

の可視化を講じているか。

学科等
学校現場への理解と教育実習の充実に

向けた状況

基準３－５：学校現場についての理解を醸成すると

ともに、その理解に基づく適切な実習プログラムを

設定し、運用しているか。

学科等 体験活動に関する状況

基準３－４：教員養成教育のなかに様々な体験活動

（正課外教育を含む）を適切に位置づけるととも

に、あわせてその体験の振り返りや省察する機会を

提供しているか。

教育理念・学修目標 学科等
目標及び計画の策定プロセス・計画の

見直しの状況

基準１：教員養成の目標及び当該目標を達成するた

めの計画について具体的な形で設定し、その理念に

ついて教職課程を担う構成員が共通理解するための

手立てを講じているか。

内部質保証

社会連携・社会貢献 大学全体/学科等
教育関連諸機関との連携・協力体制の

状況

基準６：教員養成教育を提供するに際し、教育関係

の諸機関と適切な連携・協力体制を構築し、それを

恒常的に改善しているか。

教員・教職員組織 大学全体/学科等 教職員の組織体制に関する工夫の状況

基準４：教員養成教育を提供するにふさわしい教職

員の組織体制を整え、学生の指導にあたっている

か。

学生支援

大学全体/学科等 履修指導を支える組織体制の状況

基準５－２：教員養成教育を受ける学生が主体的に

キャリア形成を行うべく、必要な組織体制やシステ

ムを整えているか。



2022年度・ R4 2023年度・R5 2024年度・R6 2025年度・R7

取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料 取組結果・根拠資料

1-1 養成しようとする教員像について、構成員が共通理解をしているか。

歴史学科では、養成しようとする教員像を教職員で

共有するためのFD 研修会等を通じて、教員像を教職

員全体で共有するため、指導方法やコミュニケー

ション能力、学生対応などについて議論し、教職課

程の学生に対して効果的な指導を行うための連携を

深めている。根拠：2025.3.29歴史学科FD報告資料

1-2
教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画について適切な見直しが行われてい

るか。

年度当初には、履修カルテに基づいた個別指導を実

施し、学生一人ひとりの学修状況や課題を把握して

いる。個別指導を通じて得られた学修上の傾向や課

題については、教職課程担当者間で共有・検討を行

い、その成果を指導方針や年間計画の改善・修正に

反映させている。これにより、組織として計画的に

目標を設定し、継続的な見直しを行う体制を整えて

いる。

根拠：学生個人の履修カルテ

大学全体/学科等 PDCAシステムの状況

基準２－１：教員養成教育のあり方を恒常的に見直

し、改善につなげるシステムを自律的に構築し、運

用しているか。

2-1-1 学修成果や自己点検・評価の結果等を踏まえ、適切な見直しが行われているか。

教職課程履修者数や、卒業者数に対する教員免許状

取得者数等を定期的に把握する仕組みを整え、教員

養成教育の改善に役立てている。

根拠：キャリア支援の就職状況報告、学事部の教職

課程履修者状況報告

教職課程履修者数や、卒業者数に対する教員免許状

取得者数等を定期的に把握する仕組みを整え、教員

養成

教育の改善に役立てている。

根拠：淑徳大学ホームページ

「教育職員免許法施行規則第22条の6に基づく、公

表すべき教員の養成の状況（6項目）」

https://www.shukutoku.ac.jp/university/disclosein

fo/

大学全体/学科等 情報公表の状況
基準２－２：法令に定められた情報公表が学外者に

もわかりやすく適切に行えているか。
2-2-1

法令で定められた教職課程の情報公表（教員養成の目標と計画、教員養成に 係る組織体

制、教員養成の授業科目とその方法および授業計画、卒業生の教員免許状の取得状況およ

び教員就職状況、教員養成に係る教育の質の向上 の取組等）が適切に行えているか。

根拠資料：HPで公開されている内容

教員採用試験結果や教員免許取得者の就職状況等に

ついて、公表をしている。

根拠：大学年報(2023年度）

教職課程履修者数や、卒業者数に対する教員免許状

取得者数等を定期的に把握する仕組みを整え、教員

養成教育の改善に役立てている。

根拠：淑徳大学ホームページ

https://www.shukutoku.ac.jp/university/disclosein

fo/

教員採用試験結果や教員免許取得者の就職状況等に

ついて、公表をしている。

根拠：淑徳大学ホームページ「教育職員免許法施行

規則第22条の6に基づく、公表すべき教員の養成の

状況（6項目）」

https://www.shukutoku.ac.jp

/university/discloseinfo/

3-1-1
幼稚園養育要領、学習指導要領及び教職課程コアカリキュラムへの対応が図られている

か。

歴史学科の教職課程では、シラバス作成時にシラバ

スチェックを実施し、2025年度シラバスと教職課程

コアカリキュラム対応表を照合している。この過程

で、各科目の到達目標や授業計画が教職課程の要件

に適切に反映されていることを確認し、2025年9月

に行われた教職課程運営委員会で最終確認を行って

いる。

根拠：シラバスチェック表

3-1-2
ICTの活用指導力など、各教科を横断する項目について、各科目間の連携が適切に図られ

ているか。

シラバスの作成時期に、科目担当者間で横断する内

容について協議を行っている。

根拠：科目間連携会議

歴史学科の教職課程では、シラバス作成時に科目担

当者間で科目間連携会議を実施し、各科目の内容や

到達目標が連携しているかどうかを協議している。

これにより、教職課程の目標に沿った科目間の整合

性を確認し、学生に対して一貫性のある学びを提供

するための調整を行っている。

根拠：科目間連携会議

3-1-3

教職実践演習、教育実習は、事前指導・事後指導を含め、教員養成の中心となる組織（大

学教職課程運営委員会、各学部の教職課程運営委員会等）の主体的な関与の下に適切に行

われているか。

教職課程運営委員会所属教員が教職に関する科目、

教科教育及び教科専門に関する科目、教育実習に関

するカリキュラムを連関させたカリキュラム編成の

検討を行っている。また、教職関連科目について、

教職課程担当教員が全科目のシラバスを分担して

チェックし、カリキュラム上の有機的連関を図って

いる。

根拠：取得免許種に関する履修モデル

3-2-1 学生自身による課題発見・課題解決型の学習を促す工夫に取り組んでいるか。

課題発見力・課題解決力の育成に向けた学習を促す

工夫について、その内容をシラバスに明記してい

る。

根拠：各授業に関するシラバス

課題発見力・課題解決力の育成に向けた学習を促す

工夫について、その内容をシラバスに明記してい

る。4年次配当科目の「教職実践演習」では、教職課

程を担当する4名の専任教員を全員同科目に配当し、

4年次生の教育実習を振り返る時間を設け、全体で共

有したのち、改善点を発見し、改善のための意見交

換を行っている。

根拠：各授業に関するシラバス

3-2-2

授業科目の到達目標に応じ、少人数を基にアクティブ・ラーニングやICTを活用した新た

な手法等を導入し、「考える」「話す」「行動する」などの多様な学びをもたらす工夫が

行われているか。

一斉指導、小集団学習、参加型学習等、学習指導形

態について、その内容をシラバスに明記している。

根拠：各授業に関するシラバス

教育方法論の講義を中心として、

一斉指導、小集団学習、

参加型学習等、学習指導形態

について、それぞれの長所と

短所を明らかにしながら情報

の共有を図っている。

根拠：各授業に関するシラバス

3-3-1
同一名称の授業科目を複数の教員が分担して開講している場合に成績評価の平準化を図る

ことができているか。

教育実習、教職実践演習といった複数の教員で担当

する科目について、担当者間で成績評価の平準化に

向けた協議を行っている

根拠：検討会議資料、メール

3-3-2 教職実践演習に向けた「履修カルテ」を適切に活用されているか。
根拠資料：3年次に学生が入力した履修カルテの内容

に、教員がコメントをつけたもの

年度当初、履修カルテに基づいた個別指導を実施し

ている。

根拠：学生個人の履修カルテ

履修カルテをより効果的に学生指導に活用できるよ

う、委員会で検討を行い、従来の電子媒体から紙媒

体に変更した。　　　根拠：第6回、第7回、第,8回

教職課程運営委員会記録

年度当初、履修カルテに基づいた個別指導を実施し

ている。

根拠：学生個人の履修カルテ

3-4-1 ボランティア体験等の様々な体験活動とその省察による往還の機会を提供しているか。 根拠資料：認知症サポーター養成講座の内容

ボランティア体験やインターンシップ等の体験活動

の機会を設定し、教員・保育士養成支援センターの

教員が個別指導を行っている。

根拠：教員・保育士養成センター運営会議資料

板橋区主催の学習支援ボランティア活動の学内説明

の実施について、委員会において確認を行った。そ

の際に、学生に省察の機会を設ける必要があること

は確認したものの、実際に省察の機会を設けること

まではできなかった。　　　　　　　　　　根拠：

第１回、第３回教職課程運営委員会記録

板橋区主催の学習支援ボランティア活動の学内説明

の実施について、委員会において確認を行った。そ

の際に、学生に省察の機会を設ける必要があること

は確認したものの、実際に省察の機会を設けること

まではできなかった。

根拠：第１回、第３回教職課程運営委員会記録

3-4-2 学校現場の体験の機会等、教育実践的な情報を提供しているか。
根拠資料：板橋区学習支援ボランティアの説明会の

資料

教員・保育士養成支援センターからボランティア体

験やインターンシップ等の体験活動に関する情報を

学生に周知している。

根拠：教員・保育士養成支援センター運営委員会資

料

この件で委員会において検討し、３年生対象の教育

実習事前指導において、板橋区教育委員会指導主事

からの講話を実施することを決め、実施した。

根拠：第６回教職課程運営委員会記録

この件で委員会において検討し、３年生対象の教育

実習事前指導において、板橋区教育委員会指導主事

からの講話を実施することを決め、実施した。

根拠：第６回教職課程運営委員会記録

3-5-1 教育の実際場面に学生が触れる機会を設定しているか。
根拠資料：外部講師を招聘し教育実習の事前事後指

導の計画

学校インターシップⅠ、Ⅱ、Ⅲ

根拠：学校インターンシップ事前事後指導資料

この件で委員会で検討を行い、教育実習報告会の全

体講評の講師として、高等学校教諭として勤務する

卒業生を招聘するを決め、実施した。

根拠：第6回教職課程運営委員会記録

この件で委員会で検討を行い、教育実習報告会の全

体講評の講師として、高等学校教諭として勤務する

卒業生を招聘するを決め、実施した。

根拠：第6回教職課程運営委員会記録

3-5-2 取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を教育実習に向けて育成しているか。 根拠資料：教科教育法のシラバス

教員養成カリキュラムにおける現場体験型プログラ

ムを、大学が主体的に関わるべきものであるという

共通認識に基づいて積極的に提供している。

社会科教育法および地理歴史科教育法の授業シラバ

スについて、シラバスチェックの際に確認するとと

もに、3月開催の委員会でも確認を行った。根拠：第

11回教職課程運営委員会記録

社会科教育法および地理歴史科教育法の授業シラバ

スについて、シラバスチェックの際に確認するとと

もに、3月開催の委員会でも確認を行った。

根拠：第11回教職課程運営委員会記録

4-1 事務組織も含め、教職員全体で学生の学びを支援しているか。

適切な組織体制を整備し、学生の指導・支援に関す

る情報を構成員が適切かつ十分に共有できる協働体

制を構築している。

根拠：教員・保育士養成支援センター運営委員会資

料

適切な組織体制を整備し、学生の指導・支援に関す

る情報を構成員が適切かつ十分に共有できる協働体

制を構築している。

根拠：教員・保育士養成支援センター運営委員会資

料

4-2
教職課程認定基準（平成13年７月19日教員養成部会決定）で定められた必要専任教員数を

充足しているか。
根拠資料：大学HPで公開されている内容

学部人事委員会では、年度末に法令に定められた教

職課程人事計画の点検を行っている。

根拠：2025年度当初教職課程人事計画書

教育課程認定基準に定める教員配置については、毎

年5月に大学ホームページで公表されており、3月開

催の委員会でも確認を行った。根拠：大学ホーム

ページ、第11回教職課程運営委員会記録

教育課程認定基準に定める教員配置については、毎

年5月に大学ホームページで公表されており、3月開

催の委員会でも確認を行った。

根拠：大学ホームページ、第11回教職課程運営委員

会記録

4-3
大学教職課程運営委員会等が中心となり、教職課程を担う教員として望ましい資質・能力

を身に付けるためのFD・SD等が確実に実施されているか。

教職課程に係る事務的・教務的な管理・運営に精通

した教職員を確保するためにFD・SD 研修会を開催

した。

根拠：2023.8月　研修会資料

教職課程に係る事務的・教務的な管理・運営に精通

した教職員を確保するためにFD・SD 研修会を開催

した。

根拠：2023.8月　研修会資料

学科等 教職への意欲や適性の把握の状況

基準５－１：教員養成教育を受けている学生の意欲

や適性の把握に努めるとともに、教職に向けての適

切なキャリア支援を行っているか。

5-1-1 個々の学生のニーズの把握に基づいた適切なキャリア支援を行っているか。
根拠資料：キャリア支援室で行っている教職関連の

講座やガイダンスの資料

教職課程履修開始時や履修開始後の各段階で、履修

カルテを活用し、学生に対して個別に面接等を実施

し、教職への意欲や適性を確認・把握している。

根拠：学生個別の履修カルテ

教員就職に向けた支援策については委員会で検討す

るとともに、教員採用採用対策講座の開講や教員採

用試験説明会の案内なども行った。根拠：2025年2

月3日付中・高教員採用試験対策講座の案内文、

2025年2月3日付千葉県教員採用説明会の案内文

教員就職に向けた支援策については委員会で検討す

るとともに、教員採用採用対策講座の開講や教員採

用試験説明会の案内なども行った。

根拠：2025年2月3日付中・高教員採用試験対策講座

の案内文、2025年2月3日付千葉県教員採用説明会の

案内文

5-2-1
大学が教職に関する適切な情報を提供し、学生が自ら主体的にキャリア形成を行う機会を

提供しているか。

キャリア支援室や教員・保育士養成支援センターが

教職に関する情報提供を行っている

キャリア支援室や

教員・保育士養成支援センターが

教職に関する情報提供を行っている

5-2-2 教員養成教育の成果の検証を踏まえた改善システムを構築しているか。

教員・保育士養成支援センターの教員と専任教員と

で、教員採用試験結果に基づいた成果の検討会を

行っている。

根拠：2022.11月　連絡会議資料

5-2-3
大学が教職課程に関する履修相談や教職への進路相談に応じるキャリア支援に取り組んで

いるか。

キャリア支援室が中心となり、3年後期にインテーク

面談を実施している。また、教員・保育士養成支援

センターの教員が個別に教職への進路相談に応じて

いる。

キャリア支援室が中心となり、

3年後期にインテーク面談を実施している。

また、教員・保育士養成支援センターの教員が

個別に教職への進路相談に応じている。

6-1
教育委員会や学校と大学との組織的な連携協力体制を構築し、学生の実習の実施の適切な

実施につなげることができているか。

教育委員会・実習協力園と学科等との間に適切な連

携協力体制を構築し、定期的に会議を開催し、学生

の指導・支援に必要な情報を共有している。

根拠：教育委員会・実習強力園と淑徳大学との連絡

調整会議資料

6-2
学外の諸機関との連携の下、教育課程を充実するために学外の多様な人材を実務経験のあ

る教員又はゲストスピーカー等として活用することができているか。

学校インターシップⅠ、Ⅱ、Ⅲの事前指導におい

て、連携している教育委員会の先生から指導をいた

だいている。

根拠：学校インターンシップ事前指導資料

学校インターシップⅠ、Ⅱ、Ⅲの事前指導におい

て、連携している教育委員会の先生から指導をいた

だいている。

根拠：学校インターンシップ事前指導資料

淑徳大学　全学的な教職課程の自己点検・評価報告書

【人文学部　歴史学科】
大学基準 レベル　 項　　目 基　　準 観　　　点

教育課程・学修成果

大学全体/学科等
教職課程のカリキュラム編成の工夫の

状況

基準３－１：教員養成カリキュラムを適切に編成し

ているか。

学科等
学習環境や授業方法の充実に向けた状

況

基準３－２：教員養成教育のカリキュラムにおい

て、学生自らが課題を発見し、解決する主体的な学

び、いわゆるアクティブ・ラーニングを構築するよ

うな方策を講じているか。

学科等 学修成果の把握・可視化の状況

基準３－３：教員養成の目標の達成状況（学修成

果）を明らかにするための情報の設定及び達成状況

の可視化を講じているか。

学科等
学校現場への理解と教育実習の充実に

向けた状況

基準３－５：学校現場についての理解を醸成すると

ともに、その理解に基づく適切な実習プログラムを

設定し、運用しているか。

学科等 体験活動に関する状況

基準３－４：教員養成教育のなかに様々な体験活動

（正課外教育を含む）を適切に位置づけるととも

に、あわせてその体験の振り返りや省察する機会を

提供しているか。

教育理念・学修目標 学科等
目標及び計画の策定プロセス・計画の

見直しの状況

基準１：教員養成の目標及び当該目標を達成するた

めの計画について具体的な形で設定し、その理念に

ついて教職課程を担う構成員が共通理解するための

手立てを講じているか。

内部質保証

社会連携・社会貢献 大学全体/学科等
教育関連諸機関との連携・協力体制の

状況

基準６：教員養成教育を提供するに際し、教育関係

の諸機関と適切な連携・協力体制を構築し、それを

恒常的に改善しているか。

教員・教職員組織 大学全体/学科等 教職員の組織体制に関する工夫の状況

基準４：教員養成教育を提供するにふさわしい教職

員の組織体制を整え、学生の指導にあたっている

か。

学生支援

大学全体/学科等 履修指導を支える組織体制の状況

基準５－２：教員養成教育を受ける学生が主体的に

キャリア形成を行うべく、必要な組織体制やシステ

ムを整えているか。
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